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公
益
社
団
法
人　

大
月
法
人
会

　
　
　
　
　

会　

長　

山
口
　
照
義

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
令
和

八
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
新
年
の

お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
会
員
の
皆
様
方
、
並
び
に

税
務
当
局
を
始
め
と
し
た
関
係
各
位
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
法
人
会
の
運
営
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
深
く
感
謝
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
日
本
で
は
、

大
阪
・
関
西
万
博
が
開
催
さ
れ
、
世
界
各

国
か
ら
多
く
の
来
場
者
を
迎
え
、
未
来
社

会
へ
の
希
望
を
示
す
場
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
で
、
コ
メ
価
格
の
高
騰
や
大
規
模
な

山
林
火
災
、
地
震
、
さ
ら
に
ク
マ
被
害
な

ど
、
私
た
ち
の
生
活
や
地
域
社
会
に
影
響

を
及
ぼ
す
課
題
も
あ
り
ま
し
た
。

　

国
際
的
に
は
、
米
国
で
ト
ラ
ン
プ
新
大

統
領
が
就
任
し
、
そ
の
関
税
政
策
が
世
界

経
済
に
大
き
な
波
紋
を
広
げ
、
国
際
的
な

摩
擦
を
激
化
さ
せ
ま
し
た
。

　

国
内
政
治
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
十
月

に
は
憲
政
史
上
初
と
な
る
女
性
総
理
大
臣

が
誕
生
。
物
価
高
騰
や
外
交
課
題
な
ど
、

複
雑
な
局
面
に
直
面
す
る
中
で
「
財
政
健

全
化
重
視
」
か
ら
「
積
極
財
政
路
線
」
へ

　
　

大
月
税
務
署

　
　
　
　
　

署　

長　

松
田
　
泰
尚

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
令
和
八
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
公

益
社
団
法
人
大
月
法
人
会
の
皆
様
方
に
謹

ん
で
新
年
の
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
も
、
山
口
会
長
を
は
じ
め
、

役
員
並
び
に
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
税
務

行
政
に
対
す
る
多
大
な
る
御
理
解
と
御
協

力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

特
に
旧
年
は
、「
法
人
会
全
国
青
年
の
集

い
山
梨
大
会
」
と
い
う
一
大
イ
ベ
ン
ト
で

大
変
御
多
忙
な
傍
ら
、
本
会
の
み
な
ら
ず
、

女
性
部
会
・
青
年
部
会
を
中
心
と
し
た
租

税
教
育
や
各
支
部
に
お
け
る
税
務
研
修

会
の
開
催
と
い
っ
た
税
の
啓
蒙
活
動
等
、

様
々
な
事
業
活
動
を
活
発
に
展
開
し
て
い

た
だ
け
ま
し
た
こ
と
、
重
ね
て
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
二
〇
二
〇
年
代
も
後
半
に
差
し

掛
か
り
、
社
会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
デ
ジ

タ
ル
化
の
潮
流
は
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を
知

り
ま
せ
ん
が
、
国
税
庁
の
任
務
で
も
あ
る 

「
適
正
・
公
平
な
課
税
・
徴
収
の
実
現
」

が
変
わ
ら
ず
重
要
で
あ
る
こ
と
は
多
言
を

と
舵
を
切
り
、
大
規
模
経
済
対
策
に
加
え
、

ガ
ソ
リ
ン
税
廃
止
や
年
収
の
壁
の
引
き
上

げ
な
ど
家
計
支
援
策
が
あ
る
一
方
、
防
衛

費
財
源
の
た
め
、
減
税
と
増
税
が
混
在
す

る
形
で
の
税
制
改
正
と
な
り
ま
し
た
。

　

法
人
会
事
業
活
動
で
は
、
全
国
青
年
の

集
い
山
梨
大
会
が
十
一
月
に
開
催
さ
れ
、

全
国
か
ら
来
賓
等
含
め
約
二
千
人
が
山
梨

を
訪
れ
ま
し
た
。
大
月
法
人
会
は
「
宿
泊
・

エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
・
交
通
委
員
会
」
を

担
当
し
、
大
会
成
功
へ
導
い
た
縁
の
下
の

力
持
ち
と
し
て
重
責
を
果
た
し
て
頂
き
ま

し
た
。
部
会
長
、
担
当
委
員
長
を
中
心
に

参
加
さ
れ
た
大
勢
の
部
会
員
の
皆
様
に
は

大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
当
会
の
主
要
な
公
益
事
業
と

な
る
、
次
世
代
へ
の
税
知
識
の
教
育
や
納

税
意
識
の
啓
発
事
業
、
地
域
社
会
貢
献
事

業
等
へ
の
取
り
組
み
は
、青
年
部
会
の
「
高

校
生
の
税
に
関
す
る
標
語
」、「
少
年
野
球

大
会
及
び
親
子
税
金
教
室
」、「
少
年
野
球

教
室
」、
女
性
部
会
の
「
小
学
生
の
税
金

絵
画
及
び
税
金
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
並

び
に
税
金
教
室
」、「
施
設
慰
問
活
動
」
と

両
部
会
合
同
の
「
年
末
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
収

益
金
の
寄
付
」
等
々
、
両
部
会
の
皆
様
に

は
、
法
人
会
の
活
動
を
大
き
く
支
え
て
頂

き
ま
し
た
こ
と
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
本
年
も
法
人
会
活
動
を
一
層
充

実
さ
せ
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
寄

与
し
て
参
る
所
存
で
す
。

　

結
び
に
当
た
り
新
年
が
明
る
く
、
輝
か

し
い
年
と
な
る
こ
と
を
切
望
す
る
と
と
も

に
、
会
員
皆
様
方
の
ご
事
業
の
益
々
の
ご

繁
栄
を
心
か
ら
祈
念
致
し
ま
し
て
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

要
し
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

旧
年
に
お
い
て
も
、「
小
学
生
の
税
に
関

す
る
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」、「
小
学
生
の
税 

に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
及
び

「
高
校
生
の
税
に
関
す
る
標
語
」
事
業
に

つ
い
て
、
皆
様
方
の
極
め
て
熱
心
な
募
集

活
動
が
実
を
結
び
、
多
数
の
作
品
の
応
募

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
小
職
も
選
考
会
等

に
お
い
て
、
作
品
を
拝
見
し
ま
し
て
、
次

世
代
を
担
う
学
生
の
皆
様
が
、
作
品
を
通

じ
て
、
税
の
社
会
的
意
義
に
つ
い
て
訴
求 

し
て
い
る
様
子
を
目
に
し
、「
適
正
・
公
平 

な
課
税
・
徴
収
の
実
現
」
の
重
要
性
に
つ

い
て
、
改
め
て
実
感
す
る
と
と
も
に
、
思

い
を
新
た
に
い
た
し
ま
し
た
。

　

国
税
組
織
に
お
い
て
も
、
社
会
経
済
の

変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
次
世
代
シ
ス
テ

ム
へ
の
移
行
や
全
署
セ
ン
タ
ー
化
と
い
っ

た
執
務
環
境
の
変
革
を
行
い
、
デ
ジ
タ
ル

化
・
Ｂ
Ｐ
Ｒ
の
推
進
に
よ
っ
て
業
務
の
効

率
化
を
行
い
、
生
み
出
さ
れ
た
リ
ソ
ー
ス

で
新
た
な
重
点
課
題
に
対
応
せ
ん
と
し
て

お
り
ま
す
。
国
民
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
本
年
も
懸
命
に
「
適
正
・
公
平
な
課

税
・
徴
収
の
実
現
」
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

新
し
い
年
の
干
支
は
丙
午
で
あ
り
ま
す
。 

丙
午
の
勢
い
に
あ
や
か
り
、
新
年
が
、
公

益
社
団
法
人
大
月
法
人
会
並
び
に
会
員
の

皆
様
方
に
と
っ
て
、
益
々
御
健
勝
で
、
御

繫
栄
の
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
祈
念

い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
御
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶



（3）
　
　
　

青
年
部
会

　
　
　
　
　

部
会
長　

宮
下
　
　
崇

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
令
和
八
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん

で
新
春
の
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
旧
年
中
は
青
年
部
会
の
活
動
に
お

き
ま
し
て
、
皆
様
の
ご
支
援
の
お
か
げ
で
、

無
事
に
一
年
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
青
年
部
会
の
皆
様
始
め
、
事
務

局
の
皆
様
、
諸
先
輩
の
皆
様
、
税
務
当
局
、

親
会
、
女
性
部
会
の
関
係
皆
様
方
に
は
事

業
活
動
へ
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
感

謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
第
三
十
九
回
「
全
国
青
年
の

集
い
」
山
梨
大
会
が
十
一
月
二
十
日
～

二
十
二
日
の
三
日
間
に
盛
大
に
開
催
さ
れ
、

無
事
に
全
日
程
を
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
準
備
に
は
約
二
年
を
費
や
し
て
き

た
大
会
で
す
が
、
我
々
大
月
法
人
会
青
年

部
会
は
、
運
輸
・
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
委

員
会
を
担
当
し
、
交
通
誘
導
・
ゴ
ル
フ
大

会
の
運
営
を
担
い
ま
し
た
。
当
該
委
員
会

は
他
の
委
員
会
と
比
べ
、
多
く
の
人
員
を

要
し
、更
に
は
エ
リ
ア
も
広
範
囲
を
カ
バ
ー

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
役
割
で
あ
っ
た
為
、

　
　
　

女
性
部
会

　
　
　
　
　

部
会
長　

河
内
　
正
子

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
平
素
よ
り
女
性
部
会
の
活
動
に
対

し
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
研
修
事
業
を
は
じ
め
、
子
ど

も
た
ち
へ
の
租
税
教
育
活
動
の
一
環
と
し

て
「
小
学
生
租
税
教
室
」、「
税
に
関
す
る

絵
画
・
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
事
業

活
動
を
、
上
野
原
支
部
の
皆
様
の
ご
協
力

に
よ
り
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
の
自
由
な
発
想
と
力
強
い
作
品
に
触

れ
、
改
め
て
税
の
大
切
さ
を
伝
え
る
活
動

の
意
義
を
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
都
留
支
部
担
当
に
よ
る
福
祉
施

設
へ
の
慰
問
活
動
は
、
入
所
者
の
皆
様
と

心
温
ま
る
交
流
の
時
間
を
持
つ
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
特
に
コ
ー
ラ
ス
部
の
皆
様
の

ご
協
力
を
頂
き
、
歌
声
を
通
し
て
施
設
の

皆
様
の
笑
顔
に
触
れ
る
こ
と
が
出
来
た
こ

と
は
、
大
変
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
事
業
活
動
を
通
じ
て
得
ら
れ
ま

青
年
部
会
の
総
合
力
が
試
さ
れ
る
場
面
で
、

一
抹
の
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
各
支
部

長
を
中
心
に
大
勢
の
部
会
員
ご
協
力
の
元
、

ス
ム
ー
ズ
な
運
営
を
行
っ
て
頂
き
、
全
国

か
ら
山
梨
へ
お
越
し
に
な
っ
た
会
員
の
皆

様
か
ら
も
お
褒
め
の
お
言
葉
を
頂
戴
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

そ
し
て
山
梨
大
会
の
準
備
・
運
営
を
行

い
な
が
ら
も
、
通
年
活
動
で
あ
る
「
高
校

生
の
税
に
関
す
る
標
語
」、「
税
金
ク
イ
ズ

少
年
野
球
大
会
」、「
少
年
野
球
教
室
」、「
女

性
部
会
と
の
年
末
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
事
業
」

等
、
税
の
啓
発
活
動
及
び
社
会
貢
献
活
動

も
盛
況
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

特
に
十
一
月
は
税
を
考
え
る
週
間
で
活
動

も
多
く
、
山
梨
大
会
も
重
な
り
、
部
会
員
皆

様
に
も
多
く
の
負
担
を
要
す
る
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
も
青
年
部

会
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
、
新
年

を
安
堵
の
思
い
で
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
に
、
重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
は
、
長
年
続
い
た
ガ
ソ
リ
ン
税
の

暫
定
税
率
（
１
Ｌ
／
二
十
五´
一
円
）

が
年
末
に
廃
止
さ
れ
て
の
新
年
ス
タ
ー
ト

で
あ
り
、
更
に
は
個
人
・
法
人
と
も
に
控

除
額
の
見
直
し
や
子
育
て
支
援
、
防
衛
力

強
化
な
ど
、
新
た
な
税
制
改
正
が
進
ん
で

お
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
税
制
改
正
が
多

く
の
国
民
に
と
り
ま
し
て
、
よ
り
公
平
に

支
え
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
皆
様
の
ご
健
勝
並
び
に
ご
事
業

の
ご
発
展
を
祈
念
し
、
昨
年
と
変
わ
ら
ぬ

ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

し
た
、
子
ど
も
た
ち
の
伸
び
や
か
な
作
品

や
、
施
設
入
所
者
の
皆
様
の
温
か
い
反
応

は
、
私
た
ち
の
活
動
を
支
え
る
大
き
な
励

み
に
も
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
も
、
女
性
な
ら
で
は
の
き
め
細
や

か
な
視
点
を
大
切
に
、
学
び
と
交
流
、
そ

し
て
、
社
会
貢
献
に
つ
な
が
る
活
動
を
進

め
て
参
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
と
と
も
に
、

明
る
く
参
加
し
や
す
い
部
会
づ
く
り
に
努

め
て
参
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
お
力
添

え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申

し
上
げ
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶
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令
和
七
年
十
一
月
十
七
日
㈪
ハ
イ
ラ
ン

ド
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
＆
ス
パ
に
於
い
て
、

大
月
税
務
署
主
催
に
よ
る
納
税
表
彰
式
が

挙
行
さ
れ
、
税
務
行
政
全
般
に
尽
力
さ
れ
、

功
労
の
あ
っ
た
方
々
に
表
彰
状
並
び
に
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
月
法
人
会
か
ら
受
彰
さ
れ
た
方
々
を

以
下
ご
紹
介
致
し
ま
す
。
受
彰
者
の
皆
様

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心
よ
り
お
祝

い
申
し
上
げ
ま
す
。

署
長
表
彰

　

常
任
理
事

　
　

㈱
尾
形
製
作
所　

   

尾
形　
　

直 

様

　

理
事

　
　

㈱
ツ
ル
タ　
　
　

   

鶴
田
み
さ
子 

様

署
長
感
謝
状

　
常
任
理
事

　
　

テ
ク
ト
㈱　
　
　

   

宮
下　
　

崇 

様

　
常
任
理
事

　
　

登
り
坂
石
油
㈱　

   

渡
邉　

良
孝 

様

関
係
民
間
団
体
長
会
会
長
感
謝
状

　

理
事

　
　
濱
野
屋
テ
ィ
ー
ト
ラ
ス
ト
㈲   

天
野　

統
一 

様

　

理
事
相
当

　
　

富
士
急
行
㈱　
　

   

相
生　

光
晴 

様

　

理
事
相
当

　
　
㈲
富
士
エ
コ
ト
ー
プ
ミ
レ
ニ
ア
ム   

小
山
田
可
能
子 

様

　

理
事
相
当

　
　

㈱
丸
大
産
業　
　

   

小
林　

大
希 

様

　

女
性
部
会
幹
事

　
　

規
予　
　
　
　
　

   

石
井　

清
子 

様

令
和
七
年
度  

納
税
表
彰

祝辞　山口照義 大月法人会長

受彰者代表謝辞　鶴田みさ子 氏大月税務署長表彰

式辞　松田泰尚 大月税務署長

㈲富士エコトープミレニアム
小山田可能子 様

㈱丸大産業
小林　大希 様

規予
石井　清子 様

登り坂石油㈱
渡邉　良孝 様

濱野屋ティートラスト㈲
天野　統一 様

富士急行㈱
相生　光晴 様

㈱尾形製作所
尾形　　直 様

㈱ツルタ
鶴田みさ子 様

テクト㈱
宮下　　崇 様
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正
副
会
長
会

第
三
回
理
事
会

　

令
和
七
年
十
月
二
十
四
日
㈮
、
午
前
十

時
・
十
一
時
よ
り
大
月
法
人
会
館
に
於
い

て
開
催
。
審
議
事
項
に
つ
い
て
は
、
全
項

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

審
議
事
項

一
、�

令
和
七
年
度
関
係
民
間
団
体
長
会
会

長
感
謝
状
被
贈
呈
候
補
者
の
推
薦
に

つ
い
て

二
、�

令
和
八
年
新
春
講
演
会
・
新
年
賀
詞

交
歓
会
開
催
に
つ
い
て

大月税務署長感謝状関係民間団体長会会長感謝状

式典　斎藤保 全法連会長　挨拶

正副会長会

記念講演　講師：都築冨士男 氏

高知城にて

第
四
十
一
回
法
人
会
全
国
大
会
「
高
知
大
会
」

十
月
十
六
日
㈭　

高
知
県
立
県
民
文
化
ホ
ー
ル

大会会場にて
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報
告
事
項

一
、�

令
和
七
年
度
上
期
事
業
報
告
及
び
代

表
理
事
・
業
務
執
行
理
事
の
職
務
執

行
状
況
に
つ
い
て

二
、�

令
和
七
年
度
上
期
会
計
報
告
に
つ
い
て

三
、�

公
益
法
人
制
度
へ
の
対
応
に
つ
い
て

四
、�

令
和
七
年
度
第
三
十
九
回
全
国
青
年

の
集
い
山
梨
大
会
に
つ
い
て

五
、�

今
後
の
主
要
事
業
に
つ
い
て

六
、�

会
員
状
況
及
び
会
員
増
強
に
つ
い
て

七
、�

福
利
厚
生
制
度
の
推
進
に
つ
い
て

八
、�

研
修
事
業
関
係
に
つ
い
て

九
、�

令
和
八
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
提

言
に
つ
い
て

十
、�

大
月
法
人
会
だ
よ
り
「
か
つ
ら
川
」

第
一
九
二
号
発
行
に
つ
い
て

十
一
、�

健
康
経
営
委
員
会
へ
の
取
組
つ
い
て

十
二
、�

令
和
七
年
度
未
納
会
費
に
つ
い
て

十
三
、�

そ
の
他

関
係
民
間
団
体
事
務
局
長
会

十
月
八
日
㈬　

大
月
税
務
署

つ
る
産
業
ま
つ
り
打
合
わ
せ

十
月
一
日
㈬　

大
月
税
務
署

関
係
民
間
団
体
長
会

十
月
二
十
日
㈪　

大
月
税
務
署

支
部
活
動
報
告

都
留
支
部
総
会
・
税
務
研
修
会

九
月
五
日
㈮　

山
一

大
月
支
部
総
会
・
税
務
研
修
会

十
一
月
二
十
八
日
㈮　

大
月
商
店
街
協
同
組
合
会
議
室

富
士
吉
田
・
河
口
湖
支
部

合
同
セ
ミ
ナ
ー

十
月
二
十
七
日
㈪　

ハ
イ
ラ
ン
ド
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
＆
ス
パ

税務研修会　講師：杉沼遼太郎 氏

理事会
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税
制
改
正
提
言
書
提
出

十
月
三
十
日
㈭　

忍
野
村
役
場

税
制
改
正
提
言
書
提
出

十
一
月
五
日
㈬　

都
留
市
役
所

特別講演会　講師：室山哲也 氏意見交換会

税
制
改
正
提
言
書
提
出

十
一
月
十
八
日
㈫　

富
士
河
口
湖
町
役
場

税
制
改
正
提
言
書
提
出

十
一
月
二
十
日
㈭　

鳴
沢
村
役
場

税
制
改
正
提
言
書
提
出

十
一
月
二
十
八
日
㈮　

上
野
原
市
役
所

税
制
改
正
提
言
書
提
出

十
一
月
二
十
八
日
㈮　

大
月
市
役
所
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富
士
急
グ
ル
ー
プ
部
会
・
税
務
研
修
会

十
一
月
二
十
五
日
㈫　

ハ
イ
ラ
ン
ド
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
＆
ス
パ

税
制
改
正
提
言
書
提
出

十
一
月
二
十
八
日
㈮　

富
士
吉
田
市
役
所

第
四
十
一
回

「
高
校
生
の
税
に
関
す
る
標
語
」

　

四
十
一
回
目
と
な
る
当
該
事
業
を
今
年

度
は
富
士
吉
田
支
部
に
て
担
当
い
た
し
ま

し
た
。

　

県
立
吉
田
高
校
と
私
立
富
士
学
苑
高

校
、
県
立
ひ
ば
り
が
丘
高
校
の
三
校
の
生

徒
さ
ん
を
対
象
に
募
集
活
動
を
行
い
、
総

計
七
四
七
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

各
校
で
は
授
業
の
題
材
と
し
て
取
り
入

れ
て
い
た
だ
い
た
り
、
夏
休
み
の
課
題
と

し
て
展
開
し
て
い
た
だ
く
な
ど
多
大
な
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

多
く
の
作
品
に
「
未
来
」
と
い
う
言
葉

が
用
い
ら
れ
、
将
来
へ
の
希
望
と
支
え
あ

い
の
大
切
さ
を
高
校
生
が
実
感
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

担
当
支
部
役
員
に
よ
る
粗
選
、
さ
ら
に

青
年
部
会
員
に
よ
る
二
次
選
考
に
て
六
十

点
に
絞
り
、
最
終
選
考
会
で
三
十
一
点
の

優
秀
作
品
を
選
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
去

る
十
一
月
十
三
日
に
表
彰
式
を
執
り
行
い

ま
し
た
。
本
事
業
の
実
施
に
当
た
り
ま
し

て
、
各
校
の
生
徒
さ
ん
並
び
に
先
生
方
の

多
大
な
ご
理
解
と
ご
協
力
、
そ
し
て
ご
後

援
い
た
だ
き
ま
し
た
大
月
税
務
署
、
富
士

吉
田
市
、
東
京
地
方
税
理
士
会
大
月
支
部

の
皆
様
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
、
事
業

報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

青
年
部
会
富
士
吉
田
支
部
長　

河
野
大
介

青
年
部
会
活
動
報
告

大月税務署長賞富士吉田市長賞

東京地方税理士会大月支部長賞大月法人会長賞青年部会長賞
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令和7年度  第41回  高校生の税に関する標語  入賞作品

大
月
税
務
署
長
賞

巡
る
税　

整
う
社
会　

故
郷
へ

ひ
ば
り
が
丘
高
校　

二
年
次　

山
中　

佑
姫

富
士
吉
田
市
長
賞

ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ　

指
先
ひ
と
つ
で　

つ
な
ぐ
未
来

吉
田
高
校　

三
年　
　

渡
邊　

龍
広

東
京
地
方
税
理
士
会
大
月
支
部
長
賞

税
金
で　

守
る
安
心　

未
来
ま
で

富
士
学
苑
高
校　

三
年　
　

牛
田　

大
雅

大
月
法
人
会
長
賞

税
金
で　

想
い
描
こ
う　

国
の
未
来

吉
田
高
校　

一
年　
　

湯
山　

大
雅

大
月
法
人
会
青
年
部
会
長
賞

税
金
で　

未
来
を
創
る　

こ
の
手
か
ら

富
士
学
苑
高
校　

二
年　
　

細
矢　

瑠
奈

金　

賞

納
税
で　

未
来
を
子
ど
も
に　

Ｔ
Ａ
Ｘ
ん
だ

吉
田
高
校　

三
年　
　

小
俣
路
羽
磨

ま
ず
は
知
る　

税
金
の
意
義　

創
る
未
来

ひ
ば
り
が
丘
高
校　

二
年
次　

大
谷　
　

愛

銀　

賞

地
球
の
た
め　

未
来
の
た
め
に　

納
税
を

富
士
学
苑
高
校　

一
年　
　

大
森　

理
愛

税
を
知
り　

未
来
へ
繋
ぐ　

バ
ト
ン
パ
ス

ひ
ば
り
が
丘
高
校　

一
年
次　

小
林　

秀
次

銅　

賞

税
金
は　

将
来
て
ら
す　

灯
火
だ

富
士
学
苑
高
校　

一
年　
　

川
村
知
杜
莉

自
分
の
た
め　

未
来
の
た
め
の　

納
税
を

吉
田
高
校　

三
年　
　
大
久
保
ひ
ま
わ
り

入　

選

快
適
な　

未
来
へ
投
資　

消
費
税

吉
田
高
校　

三
年　
　

佐
藤　

由
規

良
い
未
来　

築
く
僕
ら
の　

税
金
で

吉
田
高
校　

二
年　
　

松
尾　

啓
佑

税
金
を　

賢
く
使
い　

未
来
へ
と

吉
田
高
校　

三
年　
　

堀
内　

優
斗

未
来
へ
と　

託
す
想
い
を　

納
税
へ

吉
田
高
校　

一
年　
　

佐
藤　

奏
音

税
金
は　

明
る
い
未
来
へ
の　

貯
金
箱

富
士
学
苑
高
校　

一
年　
　

渡
邊　

敦
人

税
金
で　

整
う
道
路
と　

未
来
の
社
会

富
士
学
苑
高
校　

二
年　
　

勝
俣　
　

絢

税
金
は　

未
来
へ
つ
な
ぐ　

か
け
橋
だ

富
士
学
苑
高
校　

二
年　
　

伊
藤
小
都
音

築
こ
う
よ　

自
分
の
未
来　

税
金
で

富
士
学
苑
高
校　

二
年　
　

渡
部
官
兵
衛

税
金
を　

納
め
て
貢
献　

社
会
人

ひ
ば
り
が
丘
高
校　

四
年
次　

石
田　

紅
羽

税
金
を　

知
っ
て
お
こ
う
よ　

明
日
の
た
め

ひ
ば
り
が
丘
高
校　

二
年
次　

白
須　

柑
帆

佳　

作

税
金
は　

あ
な
た
の
未
来　

支
え
て
る

吉
田
高
校　

三
年　
　

渡
邊　

幹
太

税
金
は　

未
来
を
作
る　

１
ピ
ー
ス

吉
田
高
校　

三
年　
　

小
林　

空
莉

未
来
へ
の　

バ
ト
ン
を
繋
ぐ　

税
金
で

吉
田
高
校　

三
年　
　

伊
藤　

千
裕

良
い
未
来　

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う　

税
金
で

吉
田
高
校　

三
年　
　

萱
沼　
　

凛

未
来
へ
の　

バ
ト
ン
を
渡
そ
う　

税
金
で

富
士
学
苑
高
校　

一
年　
　

三
浦　

夢
咲

税
金
は　

み
ん
な
の
未
来　

支
え
て
る

富
士
学
苑
高
校　

二
年　
　

桑
原　

樺
夏

税
金
で　

豊
か
な
未
来
に　

し
て
い
こ
う

富
士
学
苑
高
校　

二
年　
　

中
村
優
里
奈

納
め
よ
う　

明
る
い
未
来　

税
金
で

富
士
学
苑
高
校　

二
年　
　

羽
田　

悠
人

納
め
よ
う　

未
来
を
つ
な
ぐ　

そ
の
一
歩

ひ
ば
り
が
丘
高
校　

二
年
次　

佐
々
木
ま
ひ
ろ

み
ん
な
よ
り　

知
っ
て
お
こ
う
よ　

税
知
識

ひ
ば
り
が
丘
高
校　

二
年
次　

小
林　

彩
乃
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標語　税務署展示

税に関する標語選考

主管：三島田方法人会青年部会

最終選考会　山口法人会長挨拶

税に関する絵画選考

表彰式受賞者記念撮影

標
語
・
絵
画
・
絵
は
が
き
最
終
選
考
会

十
月
二
十
四
日
㈮　

大
月
法
人
会
館

第
十
一
回
環
富
士
山
交
流
会

十
月
十
四
日
㈫　

富
嶽
は
な
ぶ
さ

青
年
部
会
員
増
強
表
彰
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第
三
十
九
回

　

法
人
会
全
国
青
年
の
集
い

　
　
　
　

山
梨
大
会
を
終
え
て

　

宿
泊
・
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
・

　
　

交
通
担
当
委
員
会

　

委
員
長　

小
林　

大
希

　

二
〇
二
三
年
九
月
二
十
五
日
に
開
催
さ

れ
た
「
法
人
会
全
国
青
年
の
集
い　

山
梨

大
会
」
実
行
委
員
会
の
設
立
式
を
皮
切
り

に
、
幾
度
と
な
く
会
議
と
打
ち
合
わ
せ
を

重
ね
、
二
年
以
上
の
準
備
期
間
を
設
け
て

開
催
さ
れ
た
山
梨
大
会
は
、
三
日
間
に

渡
っ
て
晴
天
に
恵
ま
れ
、
全
国
各
地
か
ら

約
一
九
〇
〇
名
の
会
員
が
一
堂
に
会
す
こ

と
で
盛
大
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

我
々
、
宿
泊
・
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
・

交
通
担
当
委
員
会
は
そ
の
名
の
通
り
、
宿

泊
場
所
の
選
定
と
案
内
、
富
士
桜
カ
ン
ト

リ
ー
倶
楽
部
で
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の
設

営
、
甲
府
駅
や
各
会
場
か
ら
バ
ス
で
移
動

す
る
際
の
交
通
案
内
や
時
間
帯
・
台
数
の

管
理
、
ま
た
、
乗
用
車
で
会
場
を
訪
れ
る

会
員
の
交
通
案
内
を
行
い
ま
し
た
。
準
備

は
万
全
な
状
態
で
は
あ
り
ま
し
が
、
そ
れ

で
も
想
定
外
の
事
象
は
幾
つ
か
起
き
て
し

ま
う
も
の
で
す
。
し
か
し
、
宮
下
部
会
長
、

そ
し
て
、
各
支
部
長
を
は
じ
め
と
す
る
大

月
法
人
会
青
年
部
の
皆
さ
ま
、
ま
た
、
小

笠
原
専
務
理
事
を
は
じ
め
と
す
る
事
務
局

の
皆
さ
ま
の
献
身
的
な
サ
ポ
ー
ト
の
お
か

げ
で
滞
り
な
く
職
務
を
全
う
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
大
会
二
日
目
に
は
女
性
部

会
の
皆
さ
ま
に
Ｖ
Ｉ
Ｐ
誘
導
を
ご
快
諾
い

た
だ
け
た
こ
と
、
大
変
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

こ
こ
で
、
青
年
部
会
と
い
う
限
ら
れ
た

時
間
の
中
で
、
一
度
し
か
経
験
す
る
こ
と

の
で
き
な
い
は
ず
の
山
梨
大
会
を
成
功
に

導
く
べ
く
、
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
全
て
の

皆
さ
ま
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
各
会
場
か

ら
次
の
場
所
に
移
動
す
る
、
ま
た
、
帰
路

に
就
く
全
国
の
部
会
員
か
ら
、
口
々
に
感

謝
や
労
い
の
言
葉
を
い
た
だ
け
た
こ
と
は

今
ま
で
の
時
間
が
報
わ
れ
る
瞬
間
で
し

た
。
こ
の
貴
重
な
大
会
の
委
員
長
に
ご
拝

命
い
た
だ
け
た
こ
と
に
改
め
て
感
謝
を
申

し
上
げ
、
委
員
長
所
感
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
三
十
九
回

　
法
人
会
全
国
青
年
の
集
い 

山
梨
大
会

開
催
説
明
会
及
び
決
起
大
会

十
一
月
六
日
㈭　

山
一

役割等説明会決起大会

１日目【11月 20日㈭】　会場：YCC 県民文化ホール
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１日目【11月 20日㈭】　会場：YCC 県民文化ホール
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２日目【11月 21日㈮】　会場：アイメッセ山梨
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２日目【11月 21日㈮】　会場：アイメッセ山梨
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３日目【11月 22日㈯】　会場：富士桜カントリー倶楽部



（16）

県
内
四
法
人
会
共
催
少
年
サ
ッ
カ
ー
教
室
・
税
金
教
室

九
月
二
十
日
㈯　

Ｊ
Ｉ
Ｔ
リ
サ
イ
ク
ル
イ
ン
ク
ス
タ
ジ
ア
ム

ヴァンフォーレ甲府選手によるサッカー教室

開会式　県連関会長挨拶税金教室

少
年
野
球
大
会
・
親
子
税
金
教
室

十
月
十
二
日
㈰　

忍
野
中
学
校

野球大会　開会式野球大会　試合

親子税金教室（税金クイズ）親子税金教室（税の講話）
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講師：大月税務署  法１統括官  辰野美喜江 氏チャリティーアトラクション：土屋きよ美 氏（語り）

チャリティーアトラクション：志村時江 氏（舞踊）

青
年
部
会
・
女
性
部
会
年
末
特
別
研
修
会
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

十
二
月
一
日
㈪　

ホ
テ
ル
鐘
山
苑

青
年
部
会
・
女
性
部
会

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
収
益
金
寄
附

十
二
月
八
日
㈪　

都
留
市
社
会
福
祉
協
議
会

少
年
野
球
教
室

十
一
月
八
日
㈯　

大
月
東
小
学
校
校
庭

講
師
：
野
村
弘
樹
氏（
元
横
浜
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
）
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令
和
七
年
度
小
学
生
に
よ
る

「
税
に
関
す
る
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」

「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」

　

前
号
の
「
か
つ
ら
川
」
に
て
報
告
の
通

り
、
女
性
部
会
上
野
原
支
部
担
当
に
よ
る

当
該
事
業
も
終
盤
と
な
り
、
絵
画
は
上
野

原
小
六
十
四
点
、
絵
は
が
き
は
上
野
原
小
、

西
桂
小
、
禾
生
第
一
小
の
三
校
よ
り
合
計

二
百
五
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
租
税

教
室
で
学
ん
だ
成
果
も
見
ら
れ
、
税
を

テ
ー
マ
に
思
い
思
い
に
描
い
た
子
供
た
ち

の
作
品
を
見
て
、
当
該
事
業
の
意
義
と
事

業
に
携
わ
る
機
会
を
頂
き
ま
し
た
事
へ
の

喜
び
を
深
く
感
じ
ま
し
た
。

　

九
月
十
一
日
に
支
部
に
よ
る
一
次
選

考
、
二
十
五
日
に
は
女
性
部
会
役
員
に
よ

る
二
次
選
考
を
経
て
、
十
月
二
十
四
日
、

ご
後
援
を
頂
い
た
大
月
税
務
署
長
、
上
野

原
市
長
（
代
理
）、
税
理
士
会
大
月
支
部

長
を
お
招
き
し
て
、
最
終
選
考
会
を
開
催

し
、
絵
画
、
絵
は
が
き
共
に
特
別
賞
九
点

を
含
め
て
全
二
十
九
点
の
入
賞
作
品
が
決

定
い
た
し
ま
し
た
。
選
考
に
当
た
っ
て
は
、

い
ず
れ
も
甲
乙
つ
け
が
た
い
作
品
で
、
毎

年
の
こ
と
な
が
ら
選
考
者
の
頭
を
悩
ま
せ

て
お
り
ま
し
た
。

　

十
一
月
十
四
日
、
十
二
月
一
日
に
は
、

女
性
部
会
活
動
報
告

各
校
へ
出
向
き
表
彰
式
を
執
り
行
い
、
松

田
大
月
税
務
署
長
、
河
内
女
性
部
会
長
か

ら
一
人
ひ
と
り
に
賞
状
と
副
賞
が
手
渡
さ

れ
、
受
賞
後
の
記
念
写
真
撮
影
で
は
子
供

た
ち
の
は
に
か
み
な
が
ら
も
嬉
し
そ
う
な

笑
顔
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　

結
び
に
貴
重
な
夏
休
み
の
時
間
に
、テ
ー

マ
を
考
え
な
が
ら
、
作
品
を
描
き
応
募
し

て
下
さ
っ
た
児
童
の
皆
さ
ん
、
ご
指
導
下

さ
い
ま
し
た
先
生
方
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
大
月
税
務
署
始

め
関
係
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
対
し

衷
心
よ
り
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

女
性
部
会
上
野
原
支
部
長　

土
屋
き
よ
美

令
和
七
年
度

大
月
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
感
謝
状
贈
呈
式

十
一
月
二
十
四
日
㈪　

大
月
市
民
会
館

絵画　大月税務署長賞

令和８年新春講演会・新年賀詞交歓会のご案内
　●日　　　時：令和８年１月２０日（火）　１４：１５受付開始
　●場　　　所：ハイランドリゾートホテル＆スパ
　●新春講演会：１５：００～１６：００　【講師】大月税務署長　松田　泰尚 氏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　【演題】「国税今昔話」
　●賀詞交歓会：１６：３０～１８：２０
　●会　　　費：７,０００円（新春講演会のみの方は無料）
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絵画　税務署展示

  

令
和
七
年
度
大
月
法
人
会
女
性
部
会
主
催

第
二
十
七
回
小
学
生
の
税
に
関
す
る
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

大
月
税
務
署
長
賞	

上
野
原
小
学
校	

六
年	

小
　
島
　
　
　
健

上
野
原
市
長
賞

	

　
　
　  

〃	

六
年	

溝
呂
木
　
爽
　
詩

東
京
地
方
税
理
士
会
大
月
支
部
長
賞	

　
　
　  

〃	

六
年	

秦
　
野
　
結
　
衣

大
月
法
人
会
長
賞	

　
　
　  

〃	

六
年	

市
　
村
　
愛
　
子

大
月
法
人
会
女
性
部
会
長
賞	

　
　
　  

〃	

六
年	

安
　
藤
　
詩
　
歩

　
　
　
　
〃	

　
　
　  

〃	

六
年	

上
　
條
　
大
　
晴

　
　
　
　
〃	

　
　
　  

〃	

六
年	

村
　
上
　
　
　
夢

　
　
　
　
〃	

　
　
　  

〃	

六
年	

長
　
田
　
理
利
花

　
　
　
　
〃	

　
　
　  

〃	

六
年	

尾
　
形
　
吏
緒
菜

入　
　
　
　
　
　
　

選	

　
　
　  

〃	

六
年	

原
　
　
　
歩
　
花

　
　
　
　
〃	

　
　
　  

〃	

六
年	

杉
　
本
　
椿
　
季

　
　
　
　
〃	

　
　
　  

〃	

六
年	

野
　
﨑
　
結
　
斗

　
　
　
　
〃	

　
　
　  

〃	

六
年	

守
　
屋
　
颯
　
祐

　
　
　
　
〃	

　
　
　  

〃	

六
年	

石
　
井
　
な
ぎ
さ

　
　
　
　
〃	

　
　
　  

〃	

六
年	

中
　
島
　
大
　
也

　
　
　
　
〃	

　
　
　  

〃	

六
年	

菅
　
瀬
　
は
る
か

　
　
　
　
〃	

　
　
　  

〃	

六
年	

長
　
田
　
陽
　
葵

　
　
　
　
〃	

　
　
　  

〃	

六
年	

石
　
井
　
莉
　
央

　
　
　
　
〃	

　
　
　  

〃	

六
年	

原
　
田
　
琉
　
生

佳　
　
　
　
　
　
　

作	

　
　
　  

〃	

六
年	

岩
　
田
　
千
　
里

　
　
　
　
〃	

　
　
　  

〃	

六
年	

原
　
田
　
健
　
正

　
　
　
　
〃	

　
　
　  

〃	

六
年	

倉
　
田
　
喜
　
由

　
　
　
　
〃	

　
　
　  

〃	

六
年	

加
　
藤
　
澄
　
春

　
　
　
　
〃	

　
　
　  

〃	

六
年	

氏
　
家
　
聖
　
隆

　
　
　
　
〃	

　
　
　  

〃	

六
年	

藤
　
本
　
颯
　
馬

　
　
　
　
〃	

　
　
　  

〃	

六
年	

奈
　
良
　
ゆ
う
り

　
　
　
　
〃	

　
　
　  

〃	

六
年	

奈
　
良
　
碧
　
斗

　
　
　
　
〃	

　
　
　  

〃	

六
年	

落
　
合
　
清
　
翔

　
　
　
　
〃	

　
　
　  

〃	

六
年	

園
　
田
　
華
　
梨

絵画　表彰式受賞者記念撮影（上野原小学校）

絵画　東京地方税理士会大月支部長賞 絵画　上野原市長賞
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小
学
生
の
税
に
関
す
る
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品 

特
別
賞

大
月
税
務
署
長
賞上野

原
小
学
校　

６
年　

小
島　

健

東
京
地
方
税
理
士
会
大
月
支
部
長
賞

上
野
原
小
学
校　

６
年　

秦
野　

結
衣

上
野
原
市
長
賞上野

原
小
学
校　

６
年　

溝
呂
木　

爽
詩

大月法人会長賞
上野原小学校　６年　市村　愛子

大
月
法
人
会
女
性
部
会
長
賞

上
野
原
小
学
校　

６
年　

村
上　

夢

大月法人会女性部会長賞
上野原小学校　６年　安藤　詩歩

大月法人会女性部会長賞
上野原小学校　６年　長田　理利花

大月法人会女性部会長賞
上野原小学校　６年　尾形　吏緒菜

大
月
法
人
会
女
性
部
会
長
賞

上
野
原
小
学
校　

６
年　

上
條　

大
晴
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絵はがき　表彰式受賞者記念撮影（禾生第一小学校）

絵はがき　表彰式受賞者記念撮影（西桂小学校）

  

令
和
七
年
度
大
月
法
人
会
女
性
部
会
主
催

第
十
五
回
小
学
生
の
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

山
梨
県
連
優
秀
賞	

禾
生
第
一
小
学
校	

六
年	

雨
　
宮
　
　
　
暖

大
月
税
務
署
長
賞	

西

桂

小

学

校

	

五
年	

芦
　
澤
　
璃
々
彩

東
京
地
方
税
理
士
会
大
月
支
部
長
賞	

西

桂

小

学

校

	

五
年	

齊
　
藤
　
和
　
花

大
月
法
人
会
長
賞	

禾
生
第
一
小
学
校	

六
年	

安
　
冨
　
彩
　
乃

大
月
法
人
会
女
性
部
会
長
賞	

禾
生
第
一
小
学
校	

六
年	

小
　
林
　
希
　
春

　
　
　
　
〃	

上
野
原
小
学
校	

六
年	

安
　
藤
　
詩
　
歩

　
　
　
　
〃	

禾
生
第
一
小
学
校	

六
年	

白
　
鳥
　
心
　
春

　
　
　
　
〃	

禾
生
第
一
小
学
校	

六
年	

下
　
重
　
そ
あ
ら

　
　
　
　
〃	

西

桂

小

学

校

	

六
年	

加
　
藤
　
有
　
桜

入　
　
　
　
　
　
　

選	

上
野
原
小
学
校	

六
年	

長
　
田
　
理
利
花

　
　
　
　
〃	

禾
生
第
一
小
学
校	

六
年	

中
　
野
　
く
る
み

　
　
　
　
〃	

禾
生
第
一
小
学
校	

五
年	

内
　
藤
　
光
　
来

　
　
　
　
〃	

上
野
原
小
学
校	

六
年	

野
　
﨑
　
結
　
斗

　
　
　
　
〃	

西

桂

小

学

校

	

六
年	

滝
　
口
　
愛
　
乃

　
　
　
　
〃	

上
野
原
小
学
校	

六
年	

倉
　
田
　
喜
　
由

　
　
　
　
〃	

上
野
原
小
学
校	

六
年	

小
　
島
　
　
　
健

　
　
　
　
〃	

上
野
原
小
学
校	

六
年	

上
　
條
　
大
　
晴

　
　
　
　
〃	

西

桂

小

学

校

	

六
年	

渡
　
部
　
　
　
澪

　
　
　
　
〃	

禾
生
第
一
小
学
校	

五
年	

持
　
田
　
光
司
郎

佳　
　
　
　
　
　
　

作	

上
野
原
小
学
校	

六
年	

秦
　
野
　
結
　
衣

　
　
　
　
〃	

西

桂

小

学

校

	

六
年	

滝
　
口
　
朝
　
結

　
　
　
　
〃	

禾
生
第
一
小
学
校	

五
年	

久
保
田
　
春
　
香

　
　
　
　
〃	

西

桂

小

学

校

	

六
年	

新
　
田
　
一
　
博

　
　
　
　
〃	

禾
生
第
一
小
学
校	

六
年	

奥
　
脇
　
寧
　
々

　
　
　
　
〃	

上
野
原
小
学
校	

六
年	

石
　
井
　
椋
　
介

　
　
　
　
〃	

西

桂

小

学

校

	

六
年	

櫻
　
井
　
稀
　
唯

　
　
　
〃	

上
野
原
小
学
校	

六
年	

岩
　
田
　
千
　
里

　
　
　
〃	

禾
生
第
一
小
学
校	

六
年	

井
　
上
　
結
　
愛

　
　
　
〃	

禾
生
第
一
小
学
校	

六
年	

池
　
谷
　
陽
　
斗

絵はがき　大月法人会長賞

絵はがき　東京地方税理士会大月支部長賞

絵はがき　山梨県連優秀賞

絵はがき　大月税務署長賞
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大月法人会女性部会長賞
禾生第一小学校　６年　下重　そあら

大月法人会女性部会長賞
禾生第一小学校　６年　白鳥　心春

大月法人会女性部会長賞
禾生第一小学校　６年　小林　希春

東京地方税理士会大月支部長賞
西桂小学校　５年　齊藤　和花

大月法人会長賞
禾生第一小学校　６年　安冨　彩乃

大月法人会女性部会長賞
上野原小学校　６年　安藤　詩歩

大月法人会女性部会長賞
西桂小学校　６年　加藤　有桜

大月税務署長賞
西桂小学校　５年　芦澤　璃々彩

山梨県連優秀賞
禾生第一小学校　６年　雨宮　暖

小学生の税に関する絵はがきコンクール入賞作品 特別賞
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女
性
部
会
上
野
原
支
部
会
議

八
月
二
十
八
日
㈭　

グ
リ
ー
ン
テ
ラ
ス

女
性
部
会
役
員
会

九
月
二
十
五
日
㈭　

大
月
法
人
会
館

女
性
部
会
富
士
吉
田
支
部

河
口
湖
支
部
合
同
税
務
研
修
会

十
一
月
十
一
日
㈫　

川
越
方
面

絵
画
・
絵
は
が
き
第
一
次
選
考
会

九
月
十
一
日
㈭　

ハ
リ
カ
上
野
原

女
性
部
会
大
月
支
部
会
議

九
月
二
十
三
日
㈫　

赤
レ
ン
ガ

第
二
十
二
回
施
設
慰
問
活
動　
　

九
月
三
日
㈬　

介
護
福
祉
施
設「
回
生
荘
」

絵
画
・
絵
は
が
き
第
二
次
選
考
会

九
月
二
十
五
日
㈭　

大
月
法
人
会
館
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都
留
支
部
バ
ザ
ー
（
ｉ
ｎ
つ
る
産
業
ま
つ
り
）

十
月
二
十
六
日
㈰　

谷
村
第
一
小
学
校
校
庭

第
十
九
回
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
北
海
道
大
会
」

九
月
十
八
日
㈭　

札
幌
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

上
野
原
支
部
バ
ザ
ー

十
一
月
二
十
四
日
㈪　

上
野
原
市
役
所

上
野
原
支
部
施
設
慰
問
活
動

十
二
月
十
一
日
㈭　

平
成
福
祉
会 

フ
ェ
リ
ー
チ
ェ
上
野
原

上
野
原
支
部
バ
ザ
ー
収
益
金
寄
付

十
二
月
八
日
㈪　

上
野
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

都
留
支
部
バ
ザ
ー
収
益
金
寄
付

十
二
月
八
日
㈪　

都
留
市
社
会
福
祉
協
議
会
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組
織
・
厚
生
合
同
委
員
会

九
月
九
日
㈫　

ホ
テ
ル
鐘
山
苑

研
修
委
員
会
主
催
セ
ミ
ナ
ー

九
月
二
十
五
日
㈭　

大
月
法
人
会
館

講師：大月税務署  法１統括官  辰野美喜江 氏

ア
フ
ラ
ッ
ク
主
催
「
健
康
セ
ミ
ナ
ー
」

九
月
十
二
日
㈮　

リ
ッ
チ
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
総
合
市
民
会
館

総
務
委
員
会

九
月
二
十
四
日
㈬　

大
月
法
人
会
館

広
報
委
員
会

十
一
月
五
日
㈬　

大
月
法
人
会
館

そ
の
他
の
活
動
報
告

税
制
・
研
修
合
同
委
員
会

九
月
十
二
日
㈮　

大
月
法
人
会
館

つ
る
産
業
ま
つ
り
２
０
２
５　
十
月
二
十
六
日
㈰　

谷
村
第
一
小
学
校
校
庭
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新
設
法
人
説
明
会

　

九
月
十
九
日
㈮　

大
月
法
人
会
館

十
二
月
十
八
日
㈭　

大
月
法
人
会
館

決
算
法
人
説
明
会

　

九
月
十
八
日
㈭　

大
月
法
人
会
館

十
一
月
十
八
日
㈫　

大
月
法
人
会
館

県
連
専
務
理
事

事
務
局
長
会
議

十
二
月
十
二
日
㈮　

甲
府
法
人
会
館

県
連
正
副
会
長
会

十
月
三
十
日
㈭　

甲
府
法
人
会
館

県
連
理
事
会

十
二
月
四
日
㈭　

ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
甲
府

東
京
国
税
局
幹
部
と
の
意
見
交
換
会

十
二
月
三
日
㈬　

古
名
屋
ホ
テ
ル

広
報
誌
封
入
作
業

八
月
二
十
九
日
㈮　

大
月
法
人
会
館

新
入
会
員
紹
介

◯
有
限
会
社 

サ
ン
ベ
イ
ズ

　

 （
富
士
吉
田
市
竜
ケ
丘
一
―
十
―
二
）

代
表
取
締
役　

權
正
か
お
る

◯
月
見
電
工

　

 （
都
留
市
境
四
三
三
―
一
）

代
表
者　

月
見　

秀
治

◯
株
式
会
社 

プ
ロ
ム

　

 （
富
士
河
口
湖
町
河
口
四
四
六
―
一
）

代
表
取
締
役　

外
川
ゆ
か
り

◯
株
式
会
社 

Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｄ

　

 （
南
都
留
郡
忍
野
村
内
野
四
七
七
八
）

代
表
取
締
役　

米
山　

鉄
夫

◯
い
ろ
は
建
設 

株
式
会
社 

　

 （
南
都
留
郡
忍
野
村
忍
草
三
〇
四
三
―
一
一
）

代
表
取
締
役　

大
森　

康
陽
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二
〇
二
六
年
の
県
内
経
済
の
展
望

山
梨
中
銀
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
株
式
会
社
　
経
済
調
査
部
　
部
長
　
小
　
柳
　
哲
　
史

　

昨
年
２
０
２
５
年
は
、
陰
陽
五
行
に
お

い
て
「
古
い
慣
習
と
い
っ
た
様
々
な
抵
抗

に
屈
す
る
こ
と
な
く
、
新
境
地
を
目
指
す
」

と
い
う
よ
う
な
意
味
が
あ
る
「
乙
巳
（
き

の
と
・
み
）」
に
あ
た
る
年
で
し
た
。
県

内
に
お
い
て
は
、
人
手
不
足
が
深
刻
化
す

る
な
か
で
、
人
材
の
維
持
・
確
保
の
観
点

か
ら
多
く
の
企
業
が
賃
上
げ
を
実
施
し
ま

し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
原
材
料
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
価
格
、
人
件
費
な
ど
コ
ス
ト
上
昇
分

に
関
す
る
価
格
の
転
嫁
に
つ
い
て
、
取
引

先
と
粘
り
強
い
交
渉
を
行
う
姿
も
み
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
雇
用
・
所
得
環
境

が
改
善
す
る
一
方
で
、
長
引
く
物
価
高
に

伴
う
生
活
防
衛
意
識
の
高
ま
り
か
ら
個
人

消
費
が
力
強
さ
を
欠
い
た
ほ
か
、
米
国
の

関
税
引
き
上
げ
に
よ
る
先
行
き
へ
の
不
透

明
感
が
強
ま
る
な
か
で
、
生
産
面
で
も
機

械
工
業
で
弱
い
動
き
が
続
く
な
ど
、
全
体

と
し
て
は
回
復
実
感
の
乏
し
い
年
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

今
年
の
県
内
景
気
を
展
望
し
ま
す
と
、

生
産
面
で
は
、
半
導
体
製
造
装
置
な
ど
機

械
工
業
が
増
産
に
向
か
う
と
期
待
さ
れ
る

こ
と
や
、
設
備
投
資
が
持
ち
直
し
に
向
か

う
な
か
、
雇
用
・
所
得
環
境
の
改
善
や
政

府
の
経
済
対
策
な
ど
を
通
し
て
個
人
消
費

も
増
加
基
調
で
推
移
し
て
い
く
と
見
込
ま

れ
る
こ
と
か
ら
、
全
体
と
し
て
は
緩
や
か

な
回
復
に
向
か
う
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

項
目
別
に
み
る
と
、
個
人
消
費
は
、
人

材
の
維
持
・
確
保
や
従
業
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
向
上
を
図
る
た
め
、
賃
上
げ
に
取

り
組
む
企
業
の
拡
大
が
見
込
ま
れ
、
消
費

マ
イ
ン
ド
の
改
善
を
通
し
て
、
緩
や
か
に

上
向
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

設
備
投
資
は
、
増
加
基
調
に
転
じ
て
い

く
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
外
需
の
不
透

明
感
が
重
石
と
な
る
も
の
の
、
人
手
不
足

や
デ
ジ
タ
ル
化
、
脱
炭
素
へ
の
対
応
と

い
っ
た
中
長
期
的
な
課
題
解
決
に
向
け
、

設
備
投
資
に
取
り
組
む
企
業
が
増
加
す
る

と
み
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
山
梨
中
央
銀
行

が
実
施
し
た
「
山
梨
県
内
企
業
経
営
動
向

調
査
」
の
２
０
２
５
年
度
下
期
（
25
年
10

月
～
26
年
３
月
）
の
設
備
投
資
計
画
に
お

い
て
も
、
実
施
予
定
率
、
投
資
額
と
も
に

前
向
き
な
姿
勢
が
窺
わ
れ
ま
す
。

　

生
産
面
を
み
ま
す
と
、
機
械
工
業
で
は
、

生
成
Ａ
Ｉ
を
搭
載
し
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
パ
ソ
コ
ン
の
需
要
が
高
ま
る
な
か
で
最

先
端
半
導
体
向
け
製
造
装
置
が
増
勢
を
強

め
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
電

子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
、
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト

な
ど
が
引
き
続
き
堅
調
に
推
移
す
る
と
み

ら
れ
る
ほ
か
、
自
動
車
向
け
部
品
も
、
米

国
の
関
税
政
策
の
不
確
実
性
が
和
ら
ぐ
な

か
で
上
向
い
て
い
く
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
宝
飾
、
ワ
イ
ン
、
ニ
ッ
ト
、
織
物

な
ど
の
地
場
産
業
に
つ
い
て
は
、
物
価
高

や
国
内
需
要
の
伸
び
悩
み
か
ら
、
厳
し
い

局
面
が
当
面
続
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

新
製
品
開
発
に
注
力
す
る
こ
と
や
、
顧
客

ニ
ー
ズ
を
捉
え
た
自
社
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築

な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
新
た
な
需
要

の
取
り
込
み
が
可
能
と
な
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

な
お
、
観
光
関
連
を
み
ま
す
と
、
中
国

人
観
光
客
の
動
向
な
ど
不
安
要
素
は
あ
り

ま
す
が
、
全
体
で
は
、
国
内
外
の
観
光
客

の
更
な
る
増
加
が
見
込
ま
れ
、
県
内
各
地

で
賑
わ
い
が
続
く
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
陰
陽
五
行
に
よ
る
と
、
２
０
２
６

年
は
、「
丙
午
（
ひ
の
え
・
う
ま
）」
に
あ

た
り
ま
す
。「
丙
」に
は
、明
る
い
機
運（
陽

気
）
が
高
ま
る
が
、
同
時
に
衰
退
が
始
ま

る
、
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

「
午
」
に
は
、
陽
気
が
下
か
ら
上
に
突
き

上
げ
て
出
よ
う
と
し
て
い
る
姿
を
表
し
、

逆
ら
う
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、「
丙
午
」
は
、「
昔
か
ら
の
慣
習
や

し
き
た
り
を
打
ち
破
る
よ
う
な
、
革
新
が

起
こ
る
」
年
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ

う
か
。

　

２
０
２
５
年
は
、
20
年
ぶ
り
に
日
本
で

万
博
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
観
光
客
で

賑
わ
っ
た
ほ
か
、
日
経
平
均
株
価
が
史
上

初
の
５
万
円
に
到
達
す
る
な
ど
、
明
る

い
話
題
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

２
０
２
６
年
も
日
本
勢
の
活
躍
が
期
待
で

き
る
国
際
的
な
ス
ポ
ー
ツ
の
イ
ベ
ン
ト
が

続
き
、
更
な
る
飛
躍
が
望
ま
れ
る
年
に
な

り
そ
う
で
す
。
新
し
い
年
は
、「
竜
馬（
り
ゅ

う
め
）
の
躓
（
つ
ま
づ
）
き
」
を
恐
れ
ず
、

「
天
馬
空
を
行
く
」
よ
う
に
、
既
成
概
念

に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
新
た
な
こ
と

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
年
に
し
た
い
も

の
で
す
。

※�

竜
馬
の
躓
き
：
ど
ん
な
に
優
れ
た
人
で

も
時
に
は
失
敗
す
る
こ
と
が
あ
る
と
い

う
意
味

※�

天
馬
空
を
行
く
：
天
馬
が
空
を
か
け
る

よ
う
に
、
自
由
な
発
想
や
行
動
を
す
る

と
い
う
意
味
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≪
は
じ
め
に
≫

　

我
が
国
経
済
を
取
り
巻
く
環
境
は
急
速
に
変
化
し

て
い
る
。
食
料
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
国
際
的
な
価

格
高
騰
を
契
機
に
し
て
円
安
も
加
わ
っ
て
輸
入
物

価
が
押
し
上
げ
ら
れ
、
国
内
の
消
費
者
物
価
も
年
率

２
％
を
超
え
る
水
準
で
推
移
し
て
い
る
。
デ
フ
レ
期

か
ら
イ
ン
フ
レ
期
へ
の
転
換
期
に
突
入
し
、
国
民
生

活
や
産
業
に
大
き
な
影
響
を
与
え
つ
つ
あ
る
。
日
本

銀
行
は
昨
年
３
月
に
異
次
元
の
金
融
緩
和
を
終
了

し
、
金
融
市
場
は
「
金
利
の
あ
る
世
界
」
に
回
帰
し

た
。
今
後
の
物
価
動
向
な
ど
に
よ
っ
て
は
も
う
一
段

の
金
利
上
昇
も
見
込
ま
れ
て
い
る
中
で
、
米
国
の
ト

ラ
ン
プ
関
税
の
影
響
も
あ
っ
て
日
本
経
済
の
行
方
を

不
透
明
に
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
経
済
環
境
の
変
化
に
伴
い
、
政
府
・
与

党
の
経
済
・
財
政
運
営
も
見
直
し
を
迫
ら
れ
て
い
る
。

国
民
生
活
を
支
え
る
物
価
高
対
策
は
必
要
だ
が
、
こ

れ
ま
で
の
よ
う
に
国
民
一
律
に
支
援
す
る
ば
ら
ま
き

型
で
は
な
く
、
生
活
に
困
っ
て
い
る
世
帯
に
対
象
を

限
定
し
た
上
で
、
手
厚
く
支
援
す
る
実
効
的
な
対
策

が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
は
安
定
し
た
財
源
の

確
保
に
加
え
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
活
用
す
る
な
ど
し

て
世
帯
の
所
得
を
正
確
に
把
握
で
き
る
よ
う
な
仕
組

み
の
構
築
も
欠
か
せ
な
い
。
財
政
健
全
化
に
向
け
て

財
政
規
律
を
回
復
さ
せ
る
こ
と
は
、
安
定
的
な
経
済

成
長
と
日
本
経
済
の
持
続
可
能
性
を
高
め
る
た
め
の

国
家
的
な
課
題
で
あ
る
。
自
律
的
な
経
済
成
長
を
促

す
た
め
の
新
た
な
戦
略
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
今
年
７
月
の
参
院
選
に
お
い
て
与
党
は

国
民
１
人
当
た
り
２
万
円
の
給
付
を
打
ち
出
し
、
野

党
各
党
は
消
費
税
減
税
を
公
約
に
掲
げ
た
。
い
ず
れ

も
支
援
対
象
を
限
定
せ
ず
、
国
民
一
律
に
支
援
す
る

仕
組
み
で
あ
る
。
そ
の
財
源
に
関
し
て
も
税
収
の
上

振
れ
分
を
充
て
る
と
す
る
な
ど
、
責
任
あ
る
財
源
論

は
聞
か
れ
な
か
っ
た
。
特
に
社
会
保
障
の
財
源
に
充

て
る
消
費
税
の
減
税
は
、
高
齢
化
の
進
展
に
伴
っ
て

社
会
保
障
給
付
に
対
す
る
財
政
需
要
が
高
ま
っ
て
い

く
中
で
、
物
価
高
対
策
と
し
て
適
切
な
政
策
と
言
え

る
の
だ
ろ
う
か
。
消
費
税
減
税
の
代
わ
り
に
給
料
か

ら
天
引
き
さ
れ
る
社
会
保
険
料
が
高
く
な
れ
ば
、
企

業
負
担
だ
け
で
な
く
、
現
役
世
代
の
負
担
も
重
く
な

る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
も
与
野
党
で
税
と
社
会
保
障

を
一
体
的
に
改
革
し
、
国
民
負
担
の
あ
り
方
を
改
め

て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

世
界
経
済
に
対
す
る
ト
ラ
ン
プ
関
税
の
影
響
は
今

後
、
本
格
化
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
日
本
に
与
え
る
打

撃
に
も
細
心
の
注
意
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
中

で
地
域
経
済
と
雇
用
の
担
い
手
で
あ
る
中
小
企
業
の

経
営
環
境
も
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、
税
財
政
上
の

き
め
細
か
な
支
援
が
不
可
欠
で
あ
る
。
全
国
的
に
人

手
不
足
が
深
刻
化
す
る
中
で
、
中
小
企
業
は
物
価
上

昇
を
上
回
る
高
い
賃
上
げ
を
要
請
さ
れ
て
お
り
、
優

秀
な
人
材
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
も
防
衛
的
な
賃
上

げ
を
迫
ら
れ
て
い
る
。
賃
上
げ
原
資
を
確
保
す
る
に

は
、
適
正
な
価
格
転
嫁
な
ど
取
引
慣
行
の
是
正
は
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
。
ま
た
、
円
滑
な
事
業
承
継
の
実

現
に
向
け
た
政
策
的
な
後
押
し
は
、
地
域
経
済
の
活

性
化
を
促
す
た
め
に
も
欠
か
せ
な
い
。

≪
基
本
的
な
課
題
≫

Ⅰ
．
税
・
財
政
改
革
の
あ
り
方

　

世
界
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
か
ら
脱
し

た
後
、
日
本
の
社
会
経
済
も
以
前
の
情
景
に
戻
っ

た
。
た
だ
、
コ
ロ
ナ
禍
へ
の
緊
急
対
応
で
政
府
が
大

規
模
な
財
政
出
動
に
踏
み
切
っ
た
こ
と
で
、
国
と
地

方
を
合
わ
せ
た
長
期
債
務
残
高
は
今
年
度
末
で
１
，

３
０
０
兆
円
を
超
え
、国
内
総
生
産（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）の
２
・

１
倍
の
水
準
ま
で
悪
化
す
る
見
通
し
だ
。
す
で
に
コ

ロ
ナ
禍
前
の
段
階
で
日
本
の
債
務
残
高
は
主
要
先
進

国
の
中
で
最
悪
の
水
準
に
達
し
て
い
た
が
、
緊
急
的

な
財
政
出
動
を
経
て
さ
ら
に
財
政
事
情
が
悪
化
し
た

こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

石
破
茂
政
権
が
本
年
６
月
に
閣
議
決
定
し
た
「
経

済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
２
０
２
５
」（
骨
太

の
方
針
）に
よ
る
と
、
国
と
地
方
の
基
礎
的
財
政
収
支

（
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
＝
Ｐ
Ｂ
）
を
黒
字
転
換
す

る
時
期
の
目
標
に
つ
い
て
、
昨
年
ま
で
は
25
年
度
と

し
て
き
た
が
、
こ
れ
を
25
～
26
年
度
と
幅
を
持
た
せ

て
後
退
さ
せ
た
。
目
標
年
次
が
近
づ
く
た
び
に
目
標

の
先
送
り
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
ま
た
、政
府
は
「
経

済
・
財
政
新
生
計
画
」
に
お
い
て
、
２
０
３
０
年
度

ま
で
引
き
続
き
経
済
再
生
と
財
政
健
全
化
を
両
立
さ

せ
る
こ
と
と
し
た
。
今
後
は
目
標
を
後
退
さ
せ
る
こ

と
な
く
、
着
実
な
実
行
が
求
め
ら
れ
る
。

　

た
だ
、
７
月
の
参
院
選
後
に
は
、
積
極
財
政
を
求
め

る
野
党
の
議
席
が
大
き
く
伸
び
た
こ
と
で
財
政
健
全
化

に
向
け
た
取
り
組
み
が
停
滞
す
る
と
の
見
方
が
浮
上

し
、長
期
金
利
が
上
昇（
債
券
価
格
は
下
落
）し
て
一
時
、

17
年
ぶ
り
の
高
値
と
な
る
１
・
６
％
に
達
し
た
。
今
後

も
金
利
の
上
昇
が
続
け
ば
、
過
去
の
借
金
の
利
払
い
な

ど
に
充
て
る
国
債
費
も
増
え
て
財
政
を
圧
迫
し
か
ね
な

い
。
実
際
に
英
国
で
は
３
年
前
、
当
時
の
ト
ラ
ス
首
相

が
国
債
等
を
財
源
と
す
る
大
規
模
減
税
を
表
明
し
た
こ

と
で
金
融
市
場
が
動
揺
し
、
債
券
と
為
替
、
株
式
が
ト

リ
プ
ル
安
と
な
る
「
ト
ラ
ス
・
シ
ョ
ッ
ク
」
が
起
き
た
。

日
本
で
も
「
金
利
の
あ
る
世
界
」
に
回
帰
し
た
経
済
環

境
を
考
慮
し
、
金
融
市
場
の
動
向
も
見
据
え
た
税
・
財

政
運
営
が
欠
か
せ
な
い
。

１
．
財
政
健
全
化
に
向
け
て

　

財
政
健
全
化
は
国
家
的
課
題
で
あ
り
、
本
格
的
な

歳
出
・
歳
入
の
一
体
的
改
革
を
進
め
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
歳
入
で
は
安
易
に
税
の
自
然
増
収
を
前
提

と
す
る
こ
と
な
く
、
ま
た
歳
出
に
つ
い
て
は
聖
域
を

設
け
ず
、
分
野
別
の
具
体
的
な
削
減
の
方
策
と
工
程

表
を
明
示
し
た
上
で
着
実
に
改
革
を
実
行
し
、
我
が

国
財
政
の
持
続
可
能
性
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
特
に
今
後
、
大
規
模
な
自
然
災
害
や
新
た
な
感

染
症
の
拡
大
等
、
有
事
の
際
に
は
膨
大
な
財
政
需
要

が
発
生
す
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
事
態

が
起
き
た
場
合
で
も
、
機
動
的
な
財
政
出
動
を
可
能

に
す
る
た
め
に
財
政
健
全
化
は
必
要
な
取
り
組
み
で

あ
る
。

　

日
本
銀
行
は
昨
年
３
月
に
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
を

解
除
し
、
金
利
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
財
務
省
の
試

算
に
よ
れ
ば
、
今
後
も
金
利
上
昇
が
続
け
ば
、
将
来

的
に
は
税
収
増
よ
り
国
債
の
利
払
い
費
の
方
が
増
え

る
事
態
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
経
済
の
正
常
化
が
進

ん
で
金
利
が
上
昇
す
れ
ば
、
国
債
の
利
払
い
費
の
増

加
は
免
れ
な
い
。
国
債
の
信
認
が
揺
ら
げ
ば
、
経
済

成
長
を
阻
害
す
る
こ
と
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
。
政
府

と
日
銀
に
は
健
全
な
関
係
を
構
築
し
、
金
融
市
場
の

動
揺
を
招
か
な
い
よ
う
な
細
心
の
政
策
運
営
を
求
め

た
い
。

⑴�

参
院
選
に
向
け
た
物
価
高
対
策
の
公
約
と
し
て
、

「
消
費
税
減
税
」
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
が
、

社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
で
は
「
消
費
税
率
引

き
上
げ
に
よ
る
増
収
分
を
含
む
消
費
税
収
は
、
全

て
社
会
保
障
財
源
に
充
て
る
」
と
さ
れ
て
お
り
、

消
費
税
率
を
引
き
下
げ
た
場
合
の
減
税
分
は
別
の

財
源
を
確
保
す
る
か
、
結
局
は
国
債
に
頼
ら
ざ
る

を
得
な
く
な
る
。
こ
の
た
め
、
物
価
高
対
策
や
低

所
得
者
対
策
は
消
費
税
減
税
で
対
応
す
る
の
で
は

な
く
、
真
に
支
援
が
必
要
な
人
に
限
定
し
た
給
付

措
置
が
望
ま
し
い
。

　

�

ま
た
、
政
府
は
物
価
高
対
策
と
し
て
、
税
収
の
上

振
れ
分
な
ど
を
財
源
に
国
民
1
人
当
た
り
２
万
円

の
給
付
を
検
討
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
本
来
は
国

民
一
律
に
支
給
す
る
の
で
は
な
く
、
高
所
得
者
を

除
く
な
ど
対
象
を
限
定
す
べ
き
で
あ
る
。

⑵�

政
府
は
「
こ
ど
も
・
子
育
て
政
策
」
と
し
て
、

２
０
２
８
年
度
ま
で
に
総
額
３
・
６
兆
円
を
追
加

で
予
算
計
上
す
る
こ
と
を
決
め
て
い
る
。
こ
の
財

源
は
歳
出
改
革
に
加
え
、
医
療
保
険
料
に
上
乗
せ

し
て
徴
収
す
る
「
支
援
金
制
度
」
な
ど
で
賄
う
と

し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
支
援
金
制
度
は
社
会
保

険
料
を
少
子
化
対
策
に
充
て
る
実
質
的
な
「
隠
れ

増
税
」
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
制
度
導
入
を
主

導
し
た
当
時
の
岸
田
文
雄
首
相
は
、
賃
上
げ
や
歳

出
改
革
な
ど
で
社
会
保
険
料
負
担
を
抑
制
す
る
た

め
、「
実
質
的
な
負
担
増
は
な
い
」
と
説
明
し
た
。

し
か
し
、
持
続
的
な
賃
上
げ
が
い
つ
ま
で
続
く
か

は
不
透
明
で
あ
る
。
先
の
通
常
国
会
で
は
、
少
子

化
対
策
の
財
源
に
充
て
る
と
し
て
い
た
「
高
額
療

養
費
制
度
」
の
自
己
負
担
上
限
の
引
き
上
げ
も
見

送
ら
れ
た
。
歳
出
改
革
が
想
定
通
り
に
行
わ
れ
な

け
れ
ば
、
結
局
は
国
債
頼
み
と
な
り
か
ね
な
い
。

⑶�

防
衛
力
の
抜
本
強
化
で
は
防
衛
費
を
２
０
２
７
年

度
ま
で
の
５
年
間
で
総
額
43
兆
円
と
す
る
こ
と
を

決
定
し
て
い
る
が
、
大
半
が
歳
出
改
革
や
決
算
剰

余
金
の
活
用
で
財
源
を
捻
出
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
財
源
と
し
て
の
安
定
性
を
欠
い
て
い
る
。
ま

た
、
防
衛
力
強
化
に
係
る
財
源
確
保
の
た
め
の
税

制
措
置
の
う
ち
、
所
得
税
に
つ
い
て
は
「
い
わ
ゆ

る
『
１
０
３
万
円
の
壁
』
の
引
上
げ
等
の
影
響
も

勘
案
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
検
討
す
る
」
こ
と
と

し
て
お
り
、
そ
の
実
施
時
期
は
不
透
明
で
あ
る
。

日
本
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境
が
厳
し
さ
を
増

す
中
で
、
着
実
に
防
衛
力
を
強
化
す
る
た
め
に
も

安
定
財
源
の
確
保
が
重
要
で
あ
る
。

２
．
社
会
保
障
制
度
に
対
す
る
基
本
的
考
え
方

　

我
が
国
は
先
進
国
で
最
速
の
ス
ピ
ー
ド
で
少
子
高

齢
化
が
進
み
、
か
つ
人
口
が
減
少
す
る
と
い
う
極
め

て
深
刻
な
構
造
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
政
府
は
我

が
国
本
来
の
「
中
福
祉
・
中
負
担
」
を
目
指
し
た
税

財
政
改
革
に
よ
り
、
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
の

構
築
と
財
政
健
全
化
の
両
立
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

令
和
八
年
度　

税
制
改
正
に
関
す
る
提
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

公
益
財
団
法
人　

全
国
法
人
会
総
連
合
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な
ら
な
い
。
団
塊
の
世
代
す
べ
て
が
後
期
高
齢
者
と

な
り
、
令
和
６
年
度
に
約
１
３
８
兆
円
だ
っ
た
社
会

保
障
給
付
費
は
、
高
齢
者
人
口
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る

２
０
４
０
年
に
は
１
９
０
兆
円
に
達
す
る
見
込
み
で

あ
る
。
社
会
保
障
給
付
費
が
膨
ら
む
中
で
持
続
可
能

な
社
会
保
障
制
度
を
構
築
す
る
に
は
、
適
正
な
「
負

担
」
を
求
め
る
と
と
も
に
、「
給
付
」
も
重
点
化
・

効
率
化
す
る
こ
と
で
可
能
な
限
り
抑
制
す
る
取
り
組

み
が
欠
か
せ
な
い
。

　

社
会
保
障
の
あ
り
方
を
巡
っ
て
は
、「
自
助
」「
公

助
」「
共
助
」の
役
割
と
範
囲
を
改
め
て
見
直
す
ほ
か
、

負
担
の
公
平
性
を
確
保
す
る
視
点
も
重
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
医
療
保
険
の
窓
口
負
担
や
介
護
保
険
の

利
用
者
負
担
な
ど
の
本
人
負
担
に
つ
い
て
は
、
高
齢

者
に
お
い
て
も
そ
の
能
力
に
応
じ
て
一
定
の
負
担
を

求
め
る
応
能
負
担
の
原
則
を
確
立
し
、
幅
広
い
理
解

を
得
る
必
要
が
あ
る
。

　

中
小
企
業
は
物
価
高
騰
の
中
で
物
価
上
昇
を
上
回

る
賃
上
げ
が
求
め
ら
れ
、
厳
し
い
経
営
を
強
い
ら
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
昨
年
10
月
か
ら
社
会
保
険
の
適
用

範
囲
が
拡
大
さ
れ
た
が
、賃
金
要
件
は
３
年
以
内
に
、

企
業
規
模
要
件
も
10
年
か
け
て
撤
廃
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。
中
小
企
業
の
社
会
保
険
料
負
担
は
年
々
増

加
し
て
お
り
、
事
業
主
へ
の
過
度
な
保
険
料
負
担
を

抑
制
し
つ
つ
、
女
性
の
就
労
や
人
材
確
保
の
観
点
か

ら
、
配
偶
者
控
除
や
第
３
号
被
保
険
者
制
度
の
問
題

を
含
め
、
税
と
社
会
保
障
を
一
括
し
て
議
論
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

⑴�

い
わ
ゆ
る
「
１
０
６
万
円
の
壁
」
へ
の
対
応
と

し
て
、
扶
養
か
ら
外
れ
る
人
の
保
険
料
の
一
部

を
勤
務
先
が
負
担
す
る
場
合
、
国
が
上
限
を
設

け
て
助
成
す
る
仕
組
み
が
設
け
ら
れ
た
。
ま
た
、

「
１
３
０
万
円
の
壁
」
に
対
し
て
は
、
繁
忙
期
の

残
業
等
に
よ
り
収
入
が
一
時
的
に
増
え
た
場
合
、

事
業
主
の
証
明
に
よ
り
引
き
続
き
被
扶
養
者
認
定

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
新
た
に
厚

生
年
金
に
加
入
す
る
人
の
「
保
険
料
負
担
軽
減
措

置
」
と
し
て
、
年
収
１
５
１
万
円
未
満
の
従
業
員

に
対
し
て
は
労
使
折
半
と
な
っ
て
い
る
保
険
料
に

つ
い
て
、
企
業
側
が
よ
り
多
く
負
担
で
き
る
仕
組

み
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、
多
く
支
払
っ
た
企
業
は

そ
の
分
を
全
額
支
援
さ
れ
る
助
成
措
置
を
講
じ
る

こ
と
と
し
て
い
る
。
た
だ
、
い
ず
れ
も
一
時
的
な

措
置
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
安
定
的
な
制
度
の
構

築
が
求
め
ら
れ
る
。

⑵�

公
的
年
金
に
つ
い
て
は
５
年
に
一
度
の
年
金
財
政

の
検
証
を
踏
ま
え
、
厚
生
年
金
の
積
立
金
を
財
源

に
充
当
す
る
基
礎
年
金
の
底
上
げ
が
検
討
さ
れ
て

い
る
。
基
礎
年
金
は
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
の
適

用
な
ど
に
伴
い
、
将
来
的
に
は
受
給
額
が
最
大
３

割
減
少
す
る
と
見
込
ま
れ
て
お
り
、
高
齢
単
身
女

性
な
ど
へ
の
低
年
金
対
策
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い

る
。
実
際
に
は
次
回
の
年
金
財
政
の
検
証
を
踏
ま

え
て
実
施
の
可
否
を
判
断
す
る
方
針
だ
が
、
厚
生

年
金
加
入
者
か
ら
は
「
積
立
金
の
流
用
だ
」
と
す

る
批
判
も
出
て
い
る
ほ
か
、
基
礎
年
金
の
底
上
げ

は
そ
の
半
分
を
拠
出
し
て
い
る
国
庫
負
担
の
増
加

も
見
込
ま
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
抜
本
的
な
制

度
改
革
は
、
老
後
の
生
活
設
計
に
影
響
す
る
テ
ー

マ
で
あ
り
、
省
庁
間
の
壁
を
取
り
払
い
、
与
野
党

が
一
体
と
な
っ
て
幅
広
く
議
論
す
る
必
要
が
あ

る
。

⑶�

少
子
化
対
策
に
つ
い
て
は
、
現
金
給
付
よ
り
も
保

育
所
や
学
童
保
育
等
の
環
境
整
備
、
保
育
士
の
待

遇
改
善
な
ど
の
現
物
給
付
に
重
点
を
置
く
べ
き
で

あ
る
。
高
校
授
業
料
の
無
償
化
も
所
得
制
限
が
撤

廃
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
国
会
審
議

で
予
算
を
成
立
さ
せ
る
た
め
、
少
数
与
党
が
野
党

の
要
求
を
受
け
入
れ
て
急
遽
決
定
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
た
め
、
高
校
授
業
料
無
償
化
に
伴
う
影

響
評
価
や
財
源
が
担
保
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な

い
。公
平
性
の
観
点
か
ら
も
課
題
を
残
し
て
お
り
、

与
野
党
に
よ
る
精
緻
な
議
論
を
求
め
た
い
。

⑷�

医
療
は
成
長
分
野
と
位
置
付
け
、
デ
ジ
タ
ル
化
対

応
な
ど
大
胆
な
規
制
改
革
を
進
め
る
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
社
会
保
障
給
付
の
急
増
を
抑
制
す

る
た
め
に
は
診
療
報
酬
（
本
体
）
の
配
分
等
を

見
直
す
と
と
も
に
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
（
後
発
医
薬

品
）
の
安
定
し
た
供
給
体
制
を
確
立
す
る
必
要
が

あ
る
。
薬
剤
費
を
抑
制
す
る
観
点
か
ら
セ
ル
フ
メ

デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
の
対
象
と
な
る
医
薬
品
な

ど
の
拡
充
も
欠
か
せ
な
い
。

⑸�

介
護
保
険
に
つ
い
て
は
、
制
度
の
持
続
性
を
高
め

る
た
め
に
真
に
介
護
が
必
要
な
者
と
そ
う
で
な
い

者
と
に
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
、
医
療
と
同
様
に
公
平

性
の
視
点
か
ら
給
付
及
び
負
担
の
あ
り
方
を
見
直

す
。
ま
た
、
生
活
保
護
に
つ
い
て
は
今
後
、
高
齢

者
の
増
加
に
伴
っ
て
給
付
の
増
加
も
見
込
ま
れ
て

お
り
、
給
付
水
準
の
あ
り
方
な
ど
を
見
直
す
と
と

も
に
、
不
正
受
給
の
防
止
な
ど
厳
格
な
運
用
が
求

め
ら
れ
る
。

３
．
行
政
改
革
の
徹
底
等

　

政
治
資
金
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
政
治
資
金
規
正

法
の
見
直
し
が
行
わ
れ
た
も
の
の
、
依
然
と
し
て
国

民
の
政
治
に
対
す
る
不
信
感
は
解
消
さ
れ
て
い
な

い
。
ま
た
、
こ
う
し
た
政
治
家
の
不
祥
事
は
、
国
民

の
納
税
意
欲
を
著
し
く
阻
害
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね

な
い
。
政
治
資
金
に
関
す
る
透
明
性
の
向
上
や
使
途

の
適
正
化
、
罰
則
の
厳
格
化
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

水
膨
れ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
各
種
の
政
府
基
金
に
つ

い
て
は
、
中
長
期
的
な
政
策
課
題
な
ど
に
対
応
す
る

た
め
に
予
算
計
上
さ
れ
た
資
金
を
貯
め
て
お
き
、
複

数
年
度
に
わ
た
っ
て
支
出
す
る
仕
組
み
と
し
て
い

る
。
現
在
も
半
導
体
や
宇
宙
分
野
な
ど
の
基
金
に
は

多
額
の
予
算
が
拠
出
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
基

金
に
充
て
ら
れ
る
予
算
の
使
途
や
事
業
運
営
に
は
監

視
の
目
が
行
き
届
か
ず
、
政
策
効
果
の
検
証
も
疎
か

に
な
り
が
ち
で
あ
る
。
政
府
は
基
金
に
計
上
す
る
予

算
は
費
用
の
３
年
分
を
目
途
と
し
、
追
加
す
る
場
合

は
事
業
の
成
果
を
確
認
す
る
と
の
ル
ー
ル
を
設
け

た
。
こ
う
し
た
ル
ー
ル
の
徹
底
を
図
り
な
が
ら
、
長

年
に
わ
た
っ
て
使
わ
れ
な
い
基
金
の
余
剰
資
金
は
国

庫
に
返
納
す
る
な
ど
、
適
正
な
基
金
運
用
に
努
め
る

べ
き
で
あ
る
。

　

国
・
地
方
の
財
政
健
全
化
は
、
歳
出
・
歳
入
の
一

体
的
改
革
に
よ
っ
て
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

地
方
を
含
め
た
政
府
・
議
会
は
「
ま
ず
隗
よ
り
始
め

よ
」
の
精
神
に
基
づ
き
、
自
ら
身
を
削
っ
て
行
政
改

革
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

以
下
の
諸
施
策
に
つ
い
て
、
直
ち
に
明
確
な
期
限

と
数
値
目
標
を
定
め
て
改
革
を
断
行
す
る
よ
う
強
く

求
め
る
。

⑴�

国･

地
方
に
お
け
る
議
員
定
数
の
大
胆
な
削
減
、

歳
費
の
抑
制
を
求
め
る
。
ま
た
、
調
査
研
究
広
報

滞
在
費
（
旧
文
通
費
）
や
政
務
活
動
費
等
の
適
正

化
。

⑵�

厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
国
・
地
方
公
務
員

の
効
率
的
な
要
員
配
置
と
、
能
力
を
重
視
し
た
賃

金
体
系
の
導
入
な
ど
に
よ
る
人
件
費
の
抑
制
。

⑶�「
第
２
の
予
算
」と
も
呼
ば
れ
る
特
別
会
計
と
各
省

庁
が
管
轄
す
る
独
立
行
政
法
人
の
無
駄
の
削
減
。

⑷�
官
業
に
対
し
て
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
（
計
画
・
実
行
・
評
価
・

改
善
）
サ
イ
ク
ル
を
確
立
し
、
事
業
の
チ
ェ
ッ
ク

等
を
継
続
的
に
実
施
す
る
こ
と
を
求
め
る
。ま
た
、

積
極
的
に
民
間
活
力
を
導
入
し
た
民
需
主
導
の
自

律
的
な
経
済
成
長
。

４
．
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て

　

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
す
る
社
会
イ
ン
フ
ラ

で
あ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
国
や
地
方
自
治
体
に
よ

る
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）
の
基
盤
と
も
な
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

保
有
率
は
令
和
７
年
７
月
現
在
で
79
・
２
％
ま
で
高

ま
っ
た
が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
健
康
保
険
証

を
組
み
合
わ
せ
た
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
率
は
同
年

６
月
現
在
で
30
・
64
％
に
と
ど
ま
る
な
ど
、
国
民
や

事
業
者
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を
正
し
く
理
解
し
、

積
極
的
に
活
用
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
の
が
現
状

で
あ
る
。
政
府
は
引
き
続
き
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の

意
義
を
周
知
す
る
と
と
も
に
、
行
政
事
務
の
コ
ス
ト

カ
ッ
ト
に
資
す
る
等
、
そ
の
具
体
的
な
効
用
を
国
民

や
事
業
者
に
明
示
す
る
な
ど
し
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
利
用
拡
大
を
促
す
必
要
が
あ
る
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
便
性
を
高
め
る
た
め

に
は
、
各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
手
続
き
を
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
化
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
国
税
電
子
申

告
「
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
」
や
地
方
税
電
子
申
告
「
ｅ
Ｌ
Ｔ

Ａ
Ｘ
」
を
利
用
し
た
場
合
の
申
告
納
税
手
続
き
の
簡

素
化
や
各
種
手
当
等
の
申
請
手
続
き
を
簡
略
化
す
れ

ば
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
に
も
つ
な
が
る
。

ま
た
、
令
和
７
年
３
月
か
ら
は
運
転
免
許
証
と
の
一

体
化
が
始
ま
っ
た
。
マ
イ
ナ
免
許
証
に
す
る
こ
と
で

更
新
手
数
料
等
が
割
安
に
な
っ
た
り
、
住
所
等
変
更

手
続
き
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
た
り
す
る
等
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。

　

な
お
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
電
子
認
証
に
は

そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
有
効
期
限
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、

行
政
窓
口
で
更
新
手
続
き
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ

う
し
た
点
の
周
知
は
不
足
し
て
い
る
。
国
民
の
幅
広

い
利
用
を
促
進
す
る
た
め
に
も
周
知
徹
底
を
図
り
な

が
ら
、
更
新
手
続
き
の
簡
略
化
も
進
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

社
会
保
障
と
税
、
災
害
対
策
に
限
定
し
て
い
た
利

用
範
囲
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
等
の
改
正
に
よ
っ
て

一
部
拡
大
さ
れ
た
が
、
ど
こ
ま
で
広
げ
る
か
は
今
後

の
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
す
で
に
年
金
や
給
付
金
な

ど
の
公
金
の
受
け
取
り
口
座
と
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

と
銀
行
口
座
を
紐
付
け
る
取
り
組
み
も
進
ん
で
い
る

が
、
こ
れ
を
拡
大
し
て
世
帯
所
得
を
把
握
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
例
え
ば
経
済
対
策
で
支

援
が
必
要
な
困
窮
世
帯
に
限
定
し
て
現
金
を
給
付
す

る
措
置
を
講
じ
る
な
ど
の
効
率
化
も
可
能
と
な
る
。

世
帯
間
の
公
平
性
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
も
、
そ
う

し
た
実
効
的
な
取
り
組
み
に
向
け
て
国
民
的
な
議
論

を
喚
起
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

さ
ら
に
、
官
・
民
を
含
め
て
個
人
情
報
の
漏
洩
や

第
三
者
に
よ
る
悪
用
を
防
ぎ
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
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等
の
徹
底
を
図
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
適
切

な
運
用
が
担
保
さ
れ
る
措
置
を
着
実
に
講
じ
る
こ
と

で
、
国
民
の
不
安
払
拭
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。

５
．
今
後
の
税
制
改
革
の
あ
り
方

　
　

今
後
の
税
制
改
革
に
当
た
っ
て
は
、
①
少
子
高

齢
化
や
人
口
減
少
社
会
の
急
進
展
②
デ
ジ
タ
ル
化
や

働
き
方
の
多
様
化
③
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
と
そ
れ
が
も

た
ら
す
所
得
格
差
の
拡
大
な
ど
、
経
済
・
社
会
の
大

き
な
構
造
変
化
④
国
際
間
の
経
済
取
引
の
増
大
や
多

様
化
、
諸
外
国
の
租
税
政
策
等
と
の
国
際
的
整
合
性

―
―
な
ど
に
ど
う
対
応
す
る
か
と
い
う
視
点
を
踏
ま

え
、
経
済
の
持
続
的
成
長
と
雇
用
の
創
出
に
向
け
て

税
制
全
体
を
抜
本
的
に
見
直
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

な
課
題
で
あ
る
。

Ⅱ
．
経
済
活
性
化
と
中
小
企
業
対
策

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
影
響
か
ら
脱
し
、
日

本
経
済
は
正
常
化
に
向
け
て
歩
み
始
め
て
い
る
が
、

地
域
経
済
と
雇
用
を
支
え
る
役
割
を
担
う
中
小
企
業

の
経
営
環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

全
国
的
に
人
手
不
足
が
深
刻
化
す
る
中
で
着
実
な
賃

上
げ
を
求
め
ら
れ
て
お
り
、
今
年
の
春
闘
の
中
小
企

業
に
お
け
る
賃
上
げ
率
は
昨
年
を
上
回
っ
た
。
最
低

賃
金
も
こ
こ
数
年
、
大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
傾
向

が
続
い
て
い
る
。
す
で
に
中
小
企
業
の
労
働
分
配
率

は
大
企
業
に
比
べ
て
相
当
高
い
水
準
に
達
し
て
お

り
、
政
府
が
目
標
に
掲
げ
る
よ
う
な
物
価
上
昇
を
上

回
る
賃
上
げ
を
継
続
し
、
賃
上
げ
原
資
を
確
保
す
る

た
め
に
は
生
産
性
の
向
上
な
ど
に
資
す
る
政
策
的
な

支
援
に
加
え
、
原
材
料
費
や
光
熱
費
、
そ
し
て
人
件

費
を
含
め
た
コ
ス
ト
の
適
正
な
価
格
転
嫁
を
促
す
な

ど
、
取
引
環
境
の
整
備
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

先
の
通
常
国
会
で
は
約
20
年
ぶ
り
に
下
請
法
が
抜

本
的
に
改
正
さ
れ
、
来
年
１
月
か
ら
「
中
小
受
託
取

引
適
正
化
法
」
が
施
行
さ
れ
る
。
改
正
法
で
は
発
注

事
業
者
が
取
引
先
の
下
請
け
企
業
と
協
議
せ
ず
、
一

方
的
に
コ
ス
ト
を
無
視
し
た
取
引
価
格
を
決
め
る
こ

と
が
禁
止
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
も
低
い
対
価
を
押
し

つ
け
る
「
買
い
た
た
き
行
為
」
は
禁
じ
ら
れ
て
い
た

が
、
そ
の
実
効
性
を
さ
ら
に
高
め
る
狙
い
が
あ
る
。

改
正
法
の
趣
旨
を
徹
底
す
る
た
め
に
は
、
公
正
取
引

委
員
会
や
中
小
企
業
庁
な
ど
当
局
が
連
携
し
、
取
引

状
況
な
ど
を
厳
し
く
監
視
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
中
小
企
業
の
資
金
繰
り
を
圧
迫
す
る
要
因
と
も

な
っ
て
い
た
約
束
手
形
に
よ
る
支
払
い
も
禁
止
さ
れ

た
。
政
府
は
26
年
に
約
束
手
形
の
廃
止
を
目
指
し
て

お
り
、
適
切
な
運
用
が
求
め
ら
れ
る
。

　

人
手
不
足
や
継
続
的
な
賃
上
げ
な
ど
中
小
企
業
が

抱
え
る
構
造
的
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
中

小
企
業
自
ら
の
経
営
改
革
も
重
要
に
な
る
。
そ
う

し
た
改
革
に
取
り
組
む
た
め
に
は
、
新
た
な
付
加
価

値
の
創
出
に
つ
な
が
る
よ
う
な
支
援
策
も
必
要
で
あ

る
。
ま
た
、
中
小
企
業
経
営
者
の
高
齢
化
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
中
で
、
中
小
企
業
が
保
有
す
る
独
自
の
技

術
や
サ
ー
ビ
ス
を
引
き
継
ぎ
、
地
域
の
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
（
供
給
網
）
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
事
情
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
事
業
承
継
を

後
押
し
す
る
必
要
が
あ
る
。

１
．
中
小
企
業
の
活
性
化
に
資
す
る
税
制
措
置

　

中
小
企
業
は
地
域
経
済
の
重
要
な
担
い
手
で
あ
る

だ
け
で
な
く
、
日
本
経
済
の
礎
で
も
あ
る
。
中
小
・

零
細
企
業
は
企
業
全
体
の
９
割
以
上
、
国
内
雇
用
の

７
割
を
占
め
る
大
き
な
存
在
で
あ
る
。
そ
う
し
た
企

業
が
将
来
に
わ
た
っ
て
存
続
し
、
存
在
感
を
発
揮
し

続
け
る
た
め
に
は
、
中
小
企
業
の
活
性
化
が
不
可
欠

で
あ
る
。
地
方
創
生
の
観
点
か
ら
も
政
府
と
自
治
体

が
緊
密
に
連
携
し
な
が
ら
、
地
域
の
中
小
企
業
に
元

気
を
与
え
る
よ
う
な
税
制
措
置
を
強
く
求
め
る
。

⑴
法
人
税
率
に
つ
い
て

　

�

令
和
８
年
度
よ
り
防
衛
特
別
法
人
税
が
実
施
さ
れ

る
。
ま
た
、
米
国
の
ト
ラ
ン
プ
関
税
が
日
本
経
済

に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
を
慎
重

に
見
定
め
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
近
年
、
大
法

人
に
適
用
さ
れ
る
法
人
税
率
の
引
き
上
げ
を
検
討

す
る
動
き
も
あ
る
が
、
不
透
明
な
経
済
情
勢
等
に

鑑
み
、
慎
重
に
議
論
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

⑵�

法
人
税
率
の
軽
減
措
置

　

�

中
小
法
人
に
適
用
さ
れ
る
軽
減
税
率
の
特
例
15
％

を
本
則
化
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
昭
和
56
年
以

来
、
８
０
０
万
円
以
下
に
据
え
置
か
れ
て
い
る
軽

減
税
率
の
適
用
所
得
金
額
を
、
黒
字
中
小
企
業
の

平
均
所
得
を
踏
ま
え
て
１
，６
０
０
万
円
程
度
に

引
き
上
げ
る
こ
と
。

⑶�

中
小
企
業
の
技
術
革
新
な
ど
経
済
活
性
化
に
資
す

る
措
置

　

�

租
税
特
別
措
置
に
つ
い
て
は
、
公
平
性
・
簡
素
化

の
観
点
か
ら
、
そ
の
政
策
目
的
を
達
し
た
も
の
は

廃
止
を
含
め
て
整
理
合
理
化
を
行
う
必
要
が
あ

る
。
た
だ
し
、
中
小
企
業
の
技
術
革
新
な
ど
経
済

活
性
化
に
資
す
る
税
制
措
置
に
つ
い
て
は
、
制
度

を
拡
充
し
た
う
え
で
本
則
化
す
る
こ
と
。

　

①�

中
小
企
業
投
資
促
進
税
制
に
つ
い
て
は
、
対
象

設
備
を
拡
充
し
た
う
え
、
中
小
企
業
の
厳
し
い

経
営
環
境
を
踏
ま
え
「
中
古
設
備
」
を
含
め
る
。

　

②�

少
額
減
価
償
却
資
産
の
取
得
価
額
の
損
金
算
入

の
特
例
措
置
に
つ
い
て
は
、
物
価
が
上
昇
し
て

い
る
こ
と
等
を
踏
ま
え
、
取
得
価
額
要
件
を

30
万
円
未
満
か
ら
５
０
万
円
未
満
に
引
き
上
げ

る
と
と
も
に
、
損
金
算
入
額
の
上
限
（
合
計

３
０
０
万
円
）
を
撤
廃
し
全
額
を
損
金
算
入
と

す
る
こ
と
を
求
め
る
。
な
お
、
そ
れ
が
直
ち
に

困
難
な
場
合
は
、
令
和
８
年
３
月
末
日
と
な
っ

て
い
る
適
用
期
限
を
延
長
す
る
こ
と
。

　

③�

な
お
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
は
経
済
活
性
化
の
担

い
手
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
既
存
中

小
企
業
と
の
提
携
は
事
業
成
長
に
も
つ
な
が
る

こ
と
と
な
る
。
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
た
め
の
、き

め
細
や
か
な
財
政
・
税
制
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

⑷
中
小
企
業
等
の
設
備
投
資
支
援
措
置

　

�「
中
小
企
業
経
営
強
化
税
制
」
や
「
先
端
設
備
等

導
入
計
画
に
係
る
固
定
資
産
税
特
例
」
等
を
適
用

す
る
に
当
た
っ
て
は
、
手
続
き
を
簡
素
化
す
る
と

と
も
に
、
事
業
年
度
末
（
賦
課
期
日
）
が
迫
っ
た

申
請
や
認
定
に
つ
い
て
弾
力
的
に
対
処
す
る
こ
と

を
求
め
る
。

　

�

な
お
、「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
投
資
促
進
税

制
」は
、令
和
８
年
３
月
末
日
が
適
用
期
限
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
適
用
期
限
を
延
長
す
る
こ
と
。

⑸
償
却
資
産
に
対
す
る
課
税
の
見
直
し

　

�

固
定
資
産
税
に
お
け
る
償
却
資
産
に
対
す
る
課
税

は
、
企
業
の
設
備
投
資
意
欲
を
阻
害
す
る
要
因
と

も
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
諸
外
国
の
適
用
状
況

等
を
踏
ま
え
、
廃
止
を
含
め
て
抜
本
的
に
見
直
す

こ
と
。

⑹
中
小
企
業
の
事
務
負
担
軽
減

　

�

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導
入
や
電
子
帳
簿
保
存
法
の

改
正
に
よ
る
電
子
デ
ー
タ
保
存
の
義
務
化
対
応
に

加
え
、
定
額
減
税
や
所
得
税
の
改
正
に
よ
り
、
源

泉
徴
収
事
務
や
年
末
調
整
事
務
が
毎
年
見
直
さ
れ

る
な
ど
、
事
業
者
の
事
務
負
担
、
納
税
協
力
コ
ス

ト
は
年
々
増
加
し
て
い
る
。
人
手
不
足
が
深
刻
化

す
る
中
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
事
務
負
担
の
増
大

は
と
く
に
経
営
基
盤
が
決
し
て
強
固
で
は
な
い
中

小
企
業
に
と
っ
て
、
重
い
負
担
と
な
っ
て
い
る
こ

と
を
政
府
は
強
く
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。ま
た
、

事
務
負
担
コ
ス
ト
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
中
小
企

業
に
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）
推
進
を
促
す
支
援
を
求
め
る
。

２
．
事
業
承
継
税
制
の
拡
充

　

我
が
国
企
業
の
大
半
を
占
め
る
中
小
企
業
は
、
地

域
経
済
の
活
性
化
や
雇
用
の
受
け
皿
な
ど
と
し
て
大

き
く
貢
献
し
て
い
る
。
中
小
企
業
経
営
者
の
高
齢
化

も
進
ん
で
い
る
中
で
、
中
小
企
業
が
相
続
税
の
負
担

等
に
よ
っ
て
次
世
代
に
円
滑
な
事
業
の
承
継
が
で
き

な
け
れ
ば
、
そ
う
し
た
企
業
が
保
有
す
る
独
自
の
技

術
や
サ
ー
ビ
ス
が
失
わ
れ
、
ひ
い
て
は
我
が
国
の
経

済
・
社
会
の
根
幹
が
揺
ら
ぐ
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

⑴�

事
業
用
資
産
を
一
般
資
産
と
切
り
離
し
た
本
格
的

な
事
業
承
継
税
制
の
創
設

　

�

欧
州
主
要
国
の
事
業
承
継
税
制
は
、
一
定
の
要
件

を
満
た
す
こ
と
を
前
提
に
事
業
用
資
産
の
評
価
減

を
認
め
る
と
い
う
制
度
と
な
っ
て
い
る
。
我
が
国

の
事
業
承
継
税
制
は
、あ
く
ま
で
納
税
を
猶
予（
先

延
ば
し
）
す
る
だ
け
の
限
定
的
な
措
置
に
と
ど

ま
っ
て
お
り
、
本
格
的
な
事
業
承
継
税
制
の
創
設

が
必
要
で
あ
る
。
と
く
に
、
事
業
継
続
に
資
す
る

相
続
に
つ
い
て
は
、
事
業
従
事
を
条
件
と
し
て
他

の
一
般
資
産
と
は
切
り
離
し
、
非
上
場
株
式
を
含

め
て
事
業
用
資
産
へ
の
課
税
を
軽
減
あ
る
い
は
免

除
す
る
制
度
の
創
設
を
求
め
る
。

　

�

な
お
、
本
格
的
な
事
業
承
継
税
制
が
創
設
さ
れ
る

ま
で
の
間
は
⑵
取
引
相
場
の
な
い
株
式
の
評
価
⑶

相
続
税
、
贈
与
税
の
納
税
猶
予
制
度
に
つ
い
て
見

直
す
こ
と
。

⑵�

取
引
相
場
の
な
い
株
式
の
評
価
の
見
直
し

　

�

取
引
相
場
の
な
い
株
式
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
企

業
規
模
や
業
種
に
よ
っ
て
多
様
で
あ
る
が
、
企
業

価
値
を
高
め
る
ほ
ど
株
価
が
高
く
な
り
、
結
果
と

し
て
税
負
担
が
不
相
当
に
増
大
す
る
可
能
性
が
あ

る
な
ど
、
円
滑
な
事
業
承
継
を
阻
害
し
て
い
る
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
度
、
会
計
検
査
院

は
国
税
庁
に
対
し
、
相
続
等
に
よ
り
取
得
し
た
取

引
相
場
の
な
い
株
式
等
の
評
価
制
度
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
検
討
を
求
め
る
所
見
を
示
し
た
。
そ
の

評
価
制
度
を
見
直
す
に
あ
た
っ
て
は
、
取
引
相
場

の
な
い
株
式
は
上
場
株
式
と
異
な
り
、
換
金
性
に

乏
し
い
点
な
ど
も
総
合
的
に
考
慮
す
る
必
要
が
あ

る
。

⑶
相
続
税
、
贈
与
税
の
納
税
猶
予
制
度
の
充
実

　

�

平
成
30
年
度
税
制
改
正
で
は
、
中
小
企
業
の
代
替

わ
り
を
促
進
す
る
た
め
、
10
年
間
の
特
例
措
置
と

し
て
同
制
度
の
拡
充
が
行
わ
れ
た
が
、
特
例
承

継
計
画
を
提
出
し
て
い
る
も
の
の
、
ま
だ
事
業
承

継
を
行
っ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
企
業
が
多
く
あ

る
。
政
府
は
、制
度
の
検
証
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
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�

ま
た
、
特
例
承
継
計
画
の
提
出
期
限
（
令
和
８
年

３
月
末
日
）
と
特
例
制
度
の
適
用
期
限
（
令
和
９

年
12
月
末
日
）
が
近
付
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
期

限
の
延
長
を
求
め
る
。

　

�

な
お
、
期
限
が
延
長
さ
れ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
こ

れ
ま
で
の
一
般
措
置
は
使
い
勝
手
が
悪
く
適
用
件

数
が
低
調
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
一
般
措
置
の

適
用
要
件
（
対
象
株
数
、
納
税
猶
予
割
合
、
雇
用

確
保
要
件
等
）
を
大
幅
に
緩
和
す
る
こ
と

３
．
消
費
税
へ
の
対
応

　

消
費
税
は
社
会
保
障
の
安
定
財
源
確
保
と
財
政
健

全
化
に
欠
か
せ
な
い
が
、
軽
減
税
率
制
度
は
事
業
者

の
事
務
負
担
が
大
き
い
う
え
、
税
制
の
簡
素
化
、
税

務
執
行
コ
ス
ト
及
び
税
収
確
保
な
ど
の
観
点
か
ら
問

題
が
多
い
。
こ
の
た
め
、
法
人
会
と
し
て
は
か
ね
て

よ
り
単
一
税
率
が
望
ま
し
く
、低
所
得
者
対
策
は「
簡

素
な
給
付
措
置
」
の
見
直
し
で
対
応
す
る
の
が
適
当

で
あ
る
と
指
摘
し
て
き
た
。

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て
も
、
事
業
者
の
事
務

負
担
が
増
加
し
た
り
、
免
税
事
業
者
が
取
引
か
ら
排

除
さ
れ
た
り
す
る
な
ど
の
理
由
に
よ
っ
て
休
廃
業
に

追
い
込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、「
区
分
記
載
請

求
書
等
保
存
方
式
」
を
当
面
維
持
す
る
等
、
弾
力
的

に
対
応
す
る
こ
と
を
求
め
て
き
た
。

　

政
府
は
軽
減
税
率
制
度
と
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ

い
て
、国
民
や
事
業
者
へ
の
影
響
の
ほ
か
、低
所
得
者

対
策
の
効
果
等
を
検
証
す
る
必
要
が
あ
り
、
問
題
が

あ
れ
ば
廃
止
を
含
め
て
制
度
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
。

⑴�

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
導
入
さ
れ
た
が
、
国
は
引
き

続
き
、
事
業
者
に
混
乱
が
生
じ
な
い
よ
う
に
制
度

の
周
知
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
事
務
負
担
が
軽

減
す
る
よ
う
な
環
境
整
備
が
不
可
欠
で
あ
る
。
ま

た
、
課
税
事
業
者
が
免
税
事
業
者
と
取
引
を
行
う

際
、
取
引
価
格
の
引
き
下
げ
や
取
引
の
停
止
な
ど

の
不
利
益
を
与
え
な
い
よ
う
、
実
効
性
の
高
い

　
　
　

対
策
を
講
じ
る
べ
き
で
あ
る
。

⑵�

免
税
事
業
者
等
か
ら
の
課
税
仕
入
れ
に
係
る
経
過

措
置
に
つ
い
て
、
80
％
控
除
可
能
と
な
る
措
置
が

令
和
８
年
９
月
末
日
ま
で
（
令
和
８
年
10
月
１
日

か
ら
３
年
間
は
50
％
控
除
可
能
）
と
な
っ
て
い
る

が
、
小
規
模
事
業
者
等
が
取
引
か
ら
排
除
さ
れ
な

い
よ
う
、
80
％
控
除
で
き
る
期
間
を
当
面
の
間
、

延
長
す
る
こ
と
。

⑶�

ま
た
、
小
規
模
事
業
者
に
対
す
る
納
税
額
に
係
る

負
担
軽
減
措
置
（
２
割
特
例
）
に
つ
い
て
、
適
用

期
限
は
令
和
８
年
９
月
末
日
ま
で
と
な
っ
て
い
る

が
、
小
規
模
事
業
者
等
に
お
け
る
消
費
税
事
務
が

定
着
す
る
ま
で
当
面
の
間
、
延
長
す
る
こ
と
。

⑷�

消
費
税
の
滞
納
防
止
は
税
率
の
引
き
上
げ
や
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
の
導
入
に
伴
っ
て
よ
り
重
要
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
消
費
税
の
制
度
、
執
行
面
に
お

い
て
、
さ
ら
な
る
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

Ⅲ
．
地
方
の
あ
り
方

　

総
務
省
が
発
表
し
た
令
和
６
年
10
月
時
点
の
人

口
推
計
に
よ
れ
ば
、
我
が
国
の
総
人
口
は
１
億
２
，

３
８
０
万
２
千
人
と
前
年
に
比
べ
て
55
万
人
減
り
、

14
年
連
続
で
減
少
を
記
録
し
て
い
る
。
し
か
し
、
都

道
府
県
別
の
人
口
動
向
を
見
る
と
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
を
脱
し
た
東
京
都
の
人
口
は
、
他
地
域
か
ら
の

人
口
流
入
に
よ
っ
て
３
年
連
続
で
増
加
し
て
約
１
，

４
１
７
万
人
と
な
っ
た
。
都
道
府
県
単
位
で
前
年
よ

り
も
人
口
が
増
え
た
の
は
東
京
都
と
埼
玉
県
だ
け
に

と
ど
ま
り
、
地
方
を
中
心
に
人
口
減
少
が
進
ん
で
い

る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

本
格
的
な
人
口
減
少
社
会
に
突
入
す
る
我
が
国
で

は
、
地
方
に
お
け
る
社
会
機
能
の
維
持
・
確
保
が
不

可
欠
で
あ
る
。
こ
う
し
た
中
で
は
周
辺
の
自
治
体

が
広
域
連
合
を
形
成
し
、
イ
ン
フ
ラ
の
共
同
管
理
や

補
修
に
取
り
組
む
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
自
治
体
単
位

の
仕
組
み
に
と
ら
わ
れ
な
い
地
方
社
会
の
構
築
が
問

わ
れ
よ
う
。
同
時
に
国
と
地
方
の
役
割
分
担
も
見
直

し
、
財
政
や
行
政
の
効
率
化
を
図
っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

　

地
方
経
済
の
活
力
を
今
後
も
維
持
し
な
が
ら
、
地

方
の
活
性
化
を
促
す
た
め
に
は
東
京
一
極
集
中
の
是

正
が
急
務
で
あ
る
。
地
方
自
身
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色

や
強
み
を
生
か
し
た
活
性
化
戦
略
を
練
り
上
げ
、
民

間
主
体
の
創
意
工
夫
を
駆
使
す
る
こ
と
で
新
た
な
地

場
技
術
や
ビ
ジ
ネ
ス
手
法
を
開
発
し
て
い
か
な
け
れ

ば
、
地
方
独
自
の
真
の
活
性
化
に
は
つ
な
が
ら
な
い

と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

⑴�

政
府
は
地
方
創
生
に
つ
い
て
の
基
本
構
想
「
地
方

創
生
２
・
０
」
を
本
年
６
月
に
と
り
ま
と
め
、
10

年
後
に
目
指
す
姿
と
し
て
、
定
量
的
な
目
標
が
盛

り
込
ま
れ
た
。
将
来
、
本
格
的
に
人
口
が
減
少
す

る
こ
と
を
見
据
え
、
社
会
機
能
を
維
持
す
る
た
め

の
実
効
性
の
あ
る
対
策
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

　

�

地
方
創
生
を
巡
っ
て
は
、
利
用
状
況
が
低
調
な
地

方
拠
点
強
化
税
制
を
見
直
す
な
ど
、
さ
ら
な
る
本

社
機
能
移
転
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
地
元
の

特
性
に
根
差
し
た
技
術
の
活
用
や
地
元
大
学
と
の

連
携
な
ど
に
よ
る
技
術
集
積
づ
く
り
や
人
材
の
育

成
、
地
元
商
店
街
の
活
性
化
等
、
実
効
性
の
あ
る

改
革
を
実
行
す
る
必
要
が
あ
る
。
中
小
企
業
の
事

業
承
継
は
地
方
創
生
戦
略
と
の
観
点
か
ら
も
重
要

だ
と
認
識
す
べ
き
で
あ
る
。

⑵�

地
方
自
治
体
は
、
広
域
行
政
に
よ
る
効
率
化
に
つ

い
て
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
特
に
激
甚
化
す
る
最

近
の
自
然
災
害
に
つ
い
て
は
、
そ
の
被
災
地
も
広

域
化
す
る
傾
向
に
あ
る
。
こ
う
し
た
中
で
小
規
模

な
個
別
の
自
治
体
に
よ
る
災
害
対
応
に
は
限
界
が

あ
る
。
基
礎
自
治
体
（
人
口
30
万
人
程
度
）
の
拡

充
を
図
り
、
財
政
基
盤
の
強
化
に
つ
な
げ
な
が
ら

行
政
能
力
の
向
上
に
資
す
る
施
策
を
求
め
る
。

⑶�

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
、
住
民
税
は
居
住
自
治

体
の
会
費
で
あ
り
、
他
の
自
治
体
に
納
税
す
る
こ

と
は
地
方
税
の
原
則
に
そ
ぐ
わ
な
い
と
の
指
摘
も

あ
る
。
寄
付
先
を
納
税
者
の
出
身
自
治
体
に
限
定

す
る
な
ど
、
さ
ら
な
る
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
必
要
経
費
は
寄
付
総
額
の
５
割
以
下
と
す

る
基
準
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
よ
り
多
く
の
寄

付
金
が
寄
付
し
た
地
域
の
た
め
に
活
用
さ
れ
る
よ

う
、
事
務
手
数
料
の
あ
り
方
等
を
含
め
、
制
度
設

計
の
見
直
し
が
欠
か
せ
な
い
。

Ⅳ
．
自
然
災
害
へ
の
対
応

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
の
効
果
を
十
分
に
検
証
し
、
予
算
の
執
行
を
効

率
化
す
る
と
と
も
に
、
原
発
事
故
へ
の
対
応
を
含
め

て
引
き
続
き
適
切
な
支
援
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
と

り
わ
け
被
災
地
に
お
け
る
企
業
の
定
着
、
雇
用
確
保

な
ど
に
対
し
て
実
効
性
の
あ
る
措
置
を
講
じ
る
よ
う

求
め
る
。

　

ま
た
、
最
近
で
は
能
登
半
島
地
震
を
は
じ
め
、
大

き
な
地
震
や
台
風
な
ど
の
大
規
模
な
自
然
災
害
が
相

次
い
で
発
生
し
て
い
る
。
東
日
本
大
震
災
の
対
応
な

ど
を
踏
ま
え
、
被
災
者
の
立
場
に
立
っ
た
適
切
な
支

援
と
実
効
性
の
あ
る
措
置
を
講
じ
、
被
災
地
の
確
実

な
復
旧
・
復
興
等
に
向
け
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

日
本
は
災
害
立
国
で
あ
り
、
近
い
将
来
に
は
南
海

ト
ラ
フ
地
震
や
首
都
直
下
地
震
が
高
い
確
率
で
発
生

す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
災
害
で

中
小
企
業
が
長
期
に
わ
た
っ
て
事
業
中
断
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
り
、
廃
業
に
追
い
込
ま
れ
た
り
す
れ
ば
、

地
域
経
済
だ
け
で
な
く
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
機

能
不
全
を
招
く
な
ど
、
我
が
国
経
済
全
体
に
深
刻
な

影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
。
政
府
と
自
治
体
は
自
然

災
害
等
の
緊
急
事
態
に
備
え
る
企
業
の
危
機
管
理
と

し
て
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
の
策
定
を
さ
ら

に
促
す
た
め
、
税
財
政
を
通
じ
た
支
援
を
強
化
す
る

必
要
が
あ
る
。

Ⅴ
．
そ
の
他

１
．
納
税
環
境
の
整
備

　

行
財
政
改
革
の
推
進
と
納
税
者
の
利
便
性
向
上
、

事
務
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
国
税
と
課
税
基
準

を
同
じ
く
す
る
法
人
の
道
府
県
民
税
や
市
町
村
民

税
、
法
人
事
業
税
の
申
告
納
税
手
続
き
は
、
地
方
消

費
税
の
執
行
と
同
様
に
一
層
の
合
理
化
を
図
る
べ
き

で
あ
る
。

２
．
環
境
問
題
へ
の
対
応

　

政
府
は
２
０
５
０
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
を
実
質
的
に
ゼ
ロ
に
す
る
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
の
実
現
」
を
目
指
し
て
お
り
、
そ
の
中
間
に
位

置
す
る
２
０
３
０
年
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を

「
46
％
削
減
（
13
年
度
比
）
す
る
」
と
の
目
標
を
国

際
公
約
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。

　

令
和
５
年
５
月
に
は
Ｇ
Ｘ
推
進
法
が
成
立
し
、「
Ｇ

Ｘ
経
済
移
行
債
」
を
発
行
し
て
脱
炭
素
に
向
け
た
民

間
投
資
を
進
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
償
還
財
源
と
し

て
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
に
応
じ
て
企
業
に
負
担
を

求
め
る「
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
」が
導
入
さ
れ
た
。

　

地
球
温
暖
化
対
策
は
先
進
国
や
途
上
国
な
ど
世
界

共
通
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
が
、
そ
の
費
用
負
担
に

つ
い
て
も
冷
静
に
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
。
特
に
エ

ネ
ル
ギ
ー
転
換
に
は
多
額
の
設
備
投
資
が
必
要
と
な

り
、中
小
企
業
に
と
っ
て
負
担
は
重
い
。政
府
は
カ
ー

ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
導
入
の
政
策
効
果
の
ほ
か
、
家

庭
や
企
業
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
負
担
の
あ

り
方
等
に
つ
い
て
今
後
、
継
続
的
に
検
証
す
る
必
要

が
あ
る
。

３
．
租
税
教
育
の
充
実

　

税
は
国
や
地
方
が
国
民
に
提
供
す
る
公
共
サ
ー
ビ

ス
の
対
価
で
あ
り
、
国
民
全
体
で
等
し
く
負
担
す
る

義
務
が
あ
る
。
ま
た
、
税
の
適
正
な
納
付
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
そ
の
使
途
に
つ
い
て
も
厳
し
く
監
視
す

る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

税
の
意
義
や
税
が
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
、
必
ず
し

も
国
民
が
十
分
に
理
解
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。

学
校
教
育
は
も
と
よ
り
、
社
会
全
体
で
租
税
教
育
に

取
り
組
み
、
納
税
意
識
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
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大月税務署からのお知らせ
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e-Tax 推進協議会からのお知らせ
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迎 春
顧　問
法人会前専務理事

原田　　威

相談役
㈱山梨中央銀行吉田支店

込山　紀章

相談役
東京地方税理士会大月支部

髙橋　範明

相談役
堀内電気㈱

堀内　富久

相談役
㈱富士山アグリファーム

細田　幸次

副会長
㈱鈴木製作所

鈴木　誠一

副会長
川上建設㈱

川上洋一郎

相談役
日伸総建㈱

志村美貴代

相談役
㈱新名製作所

新名　米光

相談役
中央観光㈱

細谷　憲二

相談役
㈲山岸旅館

外川　凱昭

会　長
㈱メイト

山口　照義

専務理事
公益社団法人大月法人会

小笠原能久

副会長
㈱堀江製作所

堀江　俊隆

常任理事
富士急行㈱

堀内光一郎

理　事
㈱トーホー

守屋　博文

常任理事
㈱尾形製作所

尾形　　直

常任理事
㈲吉沢製パン

吉沢　秀雄

副会長
㈱ミネルバ

越石　賢一

理　事
三共建設㈱

白木　孝郎

常任理事
甲陽産業㈱

三木　範之

常任理事
㈱土屋製作所

土屋きよ美

常任理事
㈲印刷エトリ

餌取　一成

副会長
都留信用組合

渡邊　和彦

常任理事
㈱丸格建築

羽田　広樹

理　事
市川リース㈱

市川　公子

理　事
㈱龍美建設

清水美恵子

常任理事
㈲西忠エージェンシー

西室　信男

常任理事
㈲小林仏壇

小林　清哲

常任理事
㈲こみたけ売店

小佐野昇一

副会長
㈲天下茶屋

外川正知恵

常任理事
㈱アトラス測量

大石　秀世

理　事
濱野屋ティートラスト㈲

天野　統一

理　事
山二商事㈱

赤澤　克夫

理　事
㈲中村薬局

金巻　　裕

理　事
奥秋建設㈱

奥秋　公大

理　事
㈲山口製作所

山口　光子

常任理事
秋山土建㈱

桑原　　誠

常任理事
登り坂石油㈱

渡邉　良孝

理　事
㈱田中屋

佐々木弘之

理　事
㈲大中精機製作所

市川　賢一

常任理事
テクト㈱

宮下　　崇
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理　事
芙蓉実業㈱

山下佐一郎

理　事
㈱大森林業所

大森　保廣

理　事
三浦化成工業㈱

三浦　　信

理事相当
富士航空電子㈱

吉澤　武司

理事相当
㈱ユーキ

小泉　裕次

監　事
㈱ユーシン

荻原　秀祥

外部理事
佐藤測量事務所

佐藤　明弘

外部監事
瀧森義則税理士事務所

瀧森　義則

理事相当
㈱新名製作所

新名　公男

理事相当
㈲印刷エトリ

餌取由香利

理事相当
㈱丸大産業

小林　大希

理事相当
オオタニデンカ㈱

大谷　和伸

理事相当
㈱羽田印刷

羽田早一郎

理事相当
㈲丸正電器

中村　　哲

理　事
中村エンジニアリング㈱

中村　　武

理事相当
㈱サナミ製作所

佐波　佳子

理事相当
山崎織物㈱

山崎　泰洋

理　事
㈱シラス自工

白須　一政

理　事
㈱CATV富士五湖

武川　哲也

理事相当
堀内電気㈱

堀内　慎也

理事相当
㈱セントラルモーターズ

細田　浩一

理事相当
㈱佐藤ダンボール

佐藤　　誠

理事相当
㈲小池時計店

小池　久司

理事相当
渡秀工業㈱

渡辺　浩次

理　事
丸三(同)

天野　隆司

理　事
㈱長田電材工業

菊地　明久

理　事
吉田タクシー㈲

渡邉　千恵

理事相当
㈲土屋輪業

土屋　和也

理事相当
大一木材㈱

小林　宏好

理　事
井出電気㈱

井出　　隆

理　事
㈱山梨重機

横打香代子

理　事
エスプラン㈱

白井恵美子

理　事
㈲サンスペースアメニティ

河内　正子

理　事
㈱ツルタ

鶴田みさ子

理　事
桑原電業㈱

桑原　大輔

理　事
㈱大森工務所

大森　雄介

理　事
㈱富士レークホテル

井出　泰済

監　事
富士観光開発㈱

小谷田　融

理事相当
㈱丸真建設

小俣　真吾

理事相当
堀建トーヨー住器㈱

堀内　花代

理事相当
㈱前田源商店

前田　市郎

理事相当
㈱萱沼商事

萱沼　孝夫

理事相当
㈱マエセン

前田正太郎

理事相当
フジヤマ㈱

小野耕太郎

理　事
三和建設㈱

渡邊　三雄

理　事
㈲河野保険事務所

河野　大介

理　事
㈱エムティーシー

松浦　潤一

理　事
㈱協和生コン

倉澤　光代

理事相当
㈱平井製作所

平井　　勉
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理事相当
㈲旅館松屋

渡辺　松氏

理事相当
㈱サイコ

三浦　敬伯

理事相当
宮川電気㈱

奥脇　芳弘

理事相当
㈱渡辺工務店

渡邉　教彦

理事相当
㈲東京屋製菓

中村　　元

理事相当
㈱池上工務所

池上美奈子

理事相当
㈲森の家久野屋

三浦雄一郎

理事相当
㈲富士エコトープミレニアム

小山田可能子

理事相当
富士急行㈱

相生　光晴

理事相当
㈲寿司華

岩田　伸吾

理事相当
吉田精工㈱

吉元　　潤

理事相当
富士山リゾート㈱

伊東　貴也

 代表取締役　尾形　直

 URL: http://www.ogatass.co.jp   Email: info@ogatass.co.jp

株式会社　尾形製作所
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〒400-0031  甲府市丸の内2-30-2　甲府第一生命ビル2F
山梨支社
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　大部分が食塩としてみそやしょうゆなどに含ま
れていますが、高齢になると味覚が鈍くなり、塩
味を濃くしがちなので調理を工夫して減塩を心が
けます。
　食品表示では食塩相当量として表示されている
ので、1 日の摂取基準量を超えないように注意し
ましょう。

元気に働くための元気に働くための
健 康 情 報

⑤ミネラル（無機質）
　体に必要なミネラルは 16 種類で、カルシウム、
マグネシウム、ナトリウム、亜鉛、鉄などがあり
ます。なかでもカルシウムは私たち日本人が不足
しがちなミネラルで積極的に摂る必要があります。
　高齢期になると骨粗鬆症になる人が増えますが、
高齢期になってカルシウムを摂取してもあまり吸
収できません。骨量のピークは 20 歳前後で、40
歳以降に緩やかに減少していきます。
　特に女性は閉経後、女性ホルモンが減少すると
急激に減少するので若いときにしっかり骨量を増
やしておく必要があります。すでにある骨も体内
で破骨と再生が繰り返されているので高齢期に
なっても積極的にカルシウムを摂り続ける必要が
あります。

　カルシウムを多く含む食品には乳製品、緑の色
の濃い野菜、小魚、大豆製品などがありますが、
カルシウム摂取のために吸収率の高い乳製品ばか
りを増やすとカロリーオーバーになります。小魚
や野菜に含まれるカルシウムは吸収率があまり高
くないものの、牛乳にはほとんど含まれていない
鉄や食物繊維、ビタミン C なども含んでいるので
いろいろな食品から摂るようにします。
　反対にナトリウムを摂りすぎると、血圧が上が
り、脳卒中や腎臓病などの原因になります。

食事 と健康
5

第1章　「食」と栄養 つづき

骨粗鬆症　健診・保健指導マニュアル第 2 版
（ライフサイエンス出版）

【ナトリウムの食事摂取基準】
（1 日の目標とする値）

成人男性（15 〜 64歳）　 7.5g 未満／日
成人女性（15 〜 64歳） 　6.5g 未満／日

（日本人の食事摂取基準 2020 年度版）

熱量… ………………………………… ○ kcal

たんぱく質… ………………………… ○ g

脂質… ………………………………… ○ g

炭水化物……………………………… ○ g

食塩相当量…………………………… ○ g

栄養成分表示
食品単位あたり

【薄味でもおいしい料理のコツ】

酸味をプラス
酢やかんきつ類、トマトなどで味のアク
セントを。

香りをプラス
ニンニク、シソ、しょうがなどの香りで
味をカバー。

旨味をプラス
昆布や鰹節などだしのうま味を効かせて。

とろみをプラス
とろみがつくと味をしっかり感じて薄味
でも満足感。
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公益社団法人大月法人会広報委員会　〒402-0001　山梨県都留市田野倉 222 番地 1　TEL. 0554-45-6565　FAX. 0554-45-6465

公益社団法人  大月法人会　青年部会

巡る税　整う社会　故郷へ
ひばりが丘高等学校　２年次 山中　佑姫大月税

務署長賞

ｅ－Ｔａｘ　指先ひとつで　つなぐ未来
吉田高等学校 ３年 渡邊　龍広富士吉

田市長賞

税金で　守る安心　未来まで
富士学苑高等学校 ３年 牛田　大雅

税金で　想い描こう　国の未来
吉田高等学校 １年 湯山　大雅大月法

人会長賞

税金で　未来を創る　この手から
富士学苑高等学校 ２年 細矢　瑠奈

納税で　未来を子どもに　ＴＡＸんだ
吉田高等学校 ３年 小俣路羽磨

まずは知る　税金の意義　創る未来
ひばりが丘高等学校 ２年次 大谷　　愛

金 賞

金 賞

地球のため　未来のために　納税を
富士学苑高等学校 １年 大森　理愛

銀 賞

税を知り　未来へ繋ぐ　バトンパス
ひばりが丘高等学校 １年次 小林　秀次

銀 賞

税金は　将来てらす　灯火だ
富士学苑高等学校 １年 川村知杜莉

銅 賞

自分のため　未来のための　納税を
吉田高等学校 ３年    大久保ひまわり

銅 賞

東京
地方税理

士会

大月支
部長賞

大月
法人会

青年
部会長賞

令和７年度

優 秀 作 品優 秀 作優 秀 作優 秀 作優 秀 作優 秀 作優 秀 作優 秀 作優 秀 作優 秀 作
第４1回
優 秀 作優 秀 作 品

高校生の税に関する標語


